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はじ
め
に
0岡山
東
照
宮
祭
礼
研
究
史

●
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』

0練物
の
解
釈

お
わり
に

［論文
要
工
巳

　
つ
く
り
物
・
仮
装
・
山
車
・
難
子
な
ど
が
氏
子
町
中
を
練
り
歩
く
祭
礼
練
物
は
近
世
以
降
の
伝
統
　
　
　
　
礼
練
物
「
庭
訓
売
物
」
を
描
い
た
絵
巻
で
あ
る
。
「
庭
訓
売
物
」
は
『
庭
訓
往
来
』
に
記
さ
れ
た
諸

的
都
市
を
解
明
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
が
、
毎
年
あ
る
い
は
数
年
で
変
化
す
る
の
で
資
料
が
残
り
　
　
　
　
国
商
人
を
主
題
に
し
た
「
つ
く
り
物
風
流
」
の
行
列
で
あ
る
。
「
庭
訓
売
物
」
は
東
照
宮
祭
礼
の
歴

に
く
い
。
そ
の
た
め
研
究
が
甚
だ
遅
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
資
料
が
豊
富
な
岡
山
東
照
宮
祭
礼
を
　
　
　
史
の
な
か
で
も
町
方
住
民
祭
礼
参
加
の
ピ
ー
ク
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
岡
山
城
下
町
の
有
力
町

と
り
あ
げ
て
、
祭
礼
練
物
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
た
ち
は
藩
権
力
と
結
び
つ
い
て
領
国
経
済
を
掌
握
し
て
き
た
が
、
一
八
世
紀
末
頃
に
な
る
と
、
在

　岡
山
東
照
宮
の
祭
礼
は
江
戸
幕
府
の
崩
壊
と
明
治
政
府
の
神
仏
分
離
政
策
に
よ
っ
て
途
絶
え
て
し
　
　
　
方
商
業
が
海
（
河
）
港
を
中
心
に
し
て
、
近
辺
農
村
地
帯
を
も
巻
き
込
ん
で
進
展
し
た
。
在
方
商
業

ま
っ
た
。
そ
の
原
因
は
こ
の
祭
礼
が
「
権
力
の
祭
」
で
あ
り
、
岡
山
町
人
に
根
づ
い
て
い
な
か
っ
た
　
　
　
　
の
開
方
性
と
城
下
町
商
業
の
閉
鎖
性
が
際
だ
ち
、
城
下
町
商
人
は
経
済
的
に
は
衰
退
し
て
い
っ
た
の

から
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。

　最
近
、
近
世
都
市
史
研
究
に
お
い
て
、
祭
礼
行
列
を
分
析
す
る
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
武
威
を
　
　
　
　
「
庭
訓
売
物
」
の
四
年
間
は
城
下
町
が
経
済
的
に
在
方
の
優
位
に
た
ち
得
た
、
最
後
の
燈
め
き
で

可
視
的
に
誇
示
し
、
表
現
す
る
政
治
文
化
と
い
う
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。
特
に
藩
主
が
徳
川
政
権
　
　
　
　
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
惣
町
参
加
を
造
形
的
に
表
現
し
た
「
庭
訓
売
物
」
は
、
城
下
町
住
民
、

の許
し
を
得
て
勧
請
し
た
東
照
宮
祭
礼
は
政
治
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
も
つ
と
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
な
か
で
も
当
時
の
人
口
の
過
半
数
を
占
め
た
城
下
町
商
人
の
ロ
ア
（
物
語
）
を
造
型
化
し
た
も
の
で

　
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
は
岡
山
の
東
照
宮
祭
礼
に
お
け
る
町
方
練
物
を
描
い
た
絵
画
資
料
で
　
　
　
な
か
っ
た
か
。

あ
る
。
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
か
ら
四
年
間
行
わ
れ
た
、
城
下
町
六
二
町
の
惣
町
参
加
に
よ
る
祭

4
1

1
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は
じ
め
に

　

仮
装
、
つ
く
り
物
、
山
車
、
踊
屋
台
、
離
子
な
ど
の
行
列
が
氏
子
町
中
を
練
り
歩

く
祭
礼
練
物
（
遷
物
と
表
記
さ
れ
る
場
合
も
多
い
）
は
近
世
以
降
の
伝
統
的
都
市
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

礼
を
解
明
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
が
、
田
中
緑
江
氏
・
鳥
寒
三
郎
氏
な
ど
の
ほ
か

は
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
成
果
は
少
な
い
。

　

練
物
は
神
輿
渡
御
の
前
後
を
進
み
な
が
ら
、
途
中
氏
子
町
を
巡
り
、
神
社
と
御
旅

所
を
往
復
す
る
形
態
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
一
般
に
行
列
全
体
を
練
物
と
表
現
す
る
。

練
物
は
遊
廓
の
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
祭
礼
に
見

立
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
練
物
の
主
題
に
関
す
る
最
近
の
研
究
で
は
、
大
西
廣
・
太
田
昌
子
氏
に
よ
る
京
都

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

祇
園
祭
の
山
鉾
研
究
が
興
味
深
い
。
両
氏
は
現
在
の
山
鉾
を
中
国
主
題
（
孟
宗
山
・

函
谷
鉾
・
伯
牙
山
・
郭
巨
山
・
鶏
鉾
・
白
楽
天
山
）
、
日
本
神
話
（
占
出
山
・
月
鉾
・

岩
戸
山
・
船
鉾
・
役
行
者
山
・
鈴
鹿
山
）
、
神
話
以
外
の
日
本
主
題
（
長
刀
鉾
・
木

賊

山
・
霰
天
神
山
・
綾
笠
鉾
・
保
昌
山
・
太
子
山
・
芦
刈
山
・
四
条
傘
鉾
・
山
伏

山
・
油
天
神
山
・
放
下
鉾
・
橋
弁
慶
山
・
黒
主
山
・
浄
妙
山
・
八
幡
山
）
、
中
国
・

日
本
混
交
主
題
（
菊
水
鉾
・
蟷
螂
山
・
鯉
山
）
、
仏
教
主
題
（
北
観
音
山
・
南
観
音

山
）
の
五
つ
に
分
類
し
、
つ
く
り
物
に
は
京
都
住
民
の
イ
メ
ー
ジ
生
活
が
反
映
し
て

い

る
こ
と
を
論
じ
た
。
両
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
「
ど
ん
な
社
会
も
そ
の
社
会
を
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

理
的
に
統
合
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
必
要
と
し
、
ロ
ア
（
物
語
）
を
必
要
と
し
て
い
る
」

と
い
う
。
山
鉾
に
は
歴
代
の
京
都
の
町
衆
・
町
人
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
、
首
都
ロ
ア
な

ど
と
い
う
自
生
的
ロ
ア
の
上
に
、
超
民
族
的
な
普
遍
性
の
装
い
を
持
つ
仏
教
の
ロ
ア
、

チ

ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ロ
ア
な
ど
が
か
ぶ
さ
っ
て
重
層
的
に
堆
積
し
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

　
筆
者
は
、
本
来
一
回
性
を
旨
と
し
た
風
流
つ
く
り
物
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
時
代
に
風

流
本
来
の
生
命
を
漸
次
終
え
、
各
山
鉾
の
主
題
と
し
て
固
定
化
し
、
現
在
の
形
に
な
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
京
都
の
み
な
ら
ず
、
各
地
の
都
市
祭
礼
に
つ
い
て

も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
近
世
前
期
に
諸
都
市
が
一
斉
に
成
立
し
た
こ
と
に

よ
り
、
他
都
市
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
各
地
で
独
自
に
祭
礼
文
化
が
醸
成
さ
れ
た
。

こ
の
祭
礼
行
列
は
神
輿
渡
御
と
練
物
か
ら
成
る
こ
と
が
多
く
、
家
臣
団
が
置
か
れ
て

い

る
城
下
町
で
は
こ
れ
に
家
臣
団
の
行
列
が
加
わ
る
場
合
が
あ
る
。

　
神
輿
渡
御
や
家
臣
団
行
列
（
供
奉
）
が
画
一
的
で
無
個
性
な
の
に
対
し
て
、
練
物

は
各
町
あ
る
い
は
数
町
単
位
で
山
車
・
芸
能
な
ど
の
出
し
物
を
も
っ
て
参
加
す
る
。

神
幸
途
中
や
御
旅
所
に
お
い
て
は
、
勢
ぞ
ろ
い
・
先
駈
け
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
上
演
す
る
な
ど
、
競
争
し
て
祭
礼
を
盛
り
上
げ
る
。

　
練
物
は
神
輿
渡
御
に
付
随
・
付
属
す
る
「
付
祭
り
」
と
も
い
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ

こ
の
練
物
に
こ
そ
各
都
市
の
個
性
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
山
車
や
か
ら
く
り
な

ど
を
作
る
職
人
の
技
能
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
練
物
は
各
都
市
に
と
っ
て
、
あ
た
か

も
地
層
の
断
面
の
よ
う
な
、
各
時
代
の
流
行
・
嗜
好
・
世
相
の
記
憶
装
置
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　
現
在

に
お
い
て
も
変
化
し
つ
づ
け
て
い
る
練
物
が
あ
る
一
方
、
京
都
祇
園
会
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

鉾
が
中
世
に
お
い
て
固
定
化
を
始
め
た
よ
う
に
、
あ
る
練
物
を
例
に
と
れ
ば
金
具
や

彫
り
物
で
飾
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
経
済
的
・
技
術
的
な
面
か
ら
変
化
が
不
可

能
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
ま
た
、
練
物
は
風
流
つ
く
り
物
か
ら
構
成
さ
れ
る
の
で
、
意
表
を
つ
い
て
人
目
を

ひ

く
も
の
が
風
流
で
あ
る
と
い
う
美
意
識
か
ら
い
え
ば
、
町
人
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て

作
ら
れ
た
練
物
と
い
え
ど
も
、
次
第
に
倦
き
ら
れ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
歴
史
の
流

れ

に
消
え
去
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
い
え
る
。

　
本
稿
で

は
、
城
下
町
岡
山
の
祭
礼
で
あ
る
岡
山
東
照
宮
祭
礼
を
例
に
と
り
、
近
世

都
市
祭
礼
に
お
け
る
練
物
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
岡
山
城
下
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
祭
礼
行
列
は
、
神
社
側
の
神
輿
渡
御
・
岡
山
藩
家

臣
団
の
供
奉
・
氏
子
町
方
に
よ
る
練
物
か
ら
成
っ
て
い
た
。
前
二
者
は
あ
ま
り
変
わ

ら
な
か
っ
た
が
、
練
物
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
、
そ
こ
に
は
都
市
住
民
の
生
業
、

142
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藩
主
の
趣
味
・
性
向
、
瀬
戸
内
海
上
交
通
圏
と
し
て
の
立
地
条
件
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
領
主
に
よ
る
規
制
と
緩
和
、
マ
ン
ネ

リ
回
避
、
経
済
事
情
、
自
然
災
害
な
ど
を
背
景
と
し
、
多
様
な
練
物
が
創
造
さ
れ
て

は
消
え
て
い
っ
た
。
こ
の
な
か
に
、
た
っ
た
四
年
で
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
「
庭
訓

売
物
」
（
史
料
上
の
名
称
）
と
い
う
練
物
が
あ
っ
た
。

　
「
庭
訓
売
物
」
は
、
一
四
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
庭
訓
往
来
』
に
記

さ
れ
た
諸
国
名
産
物
を
、
仮
装
・
つ
く
り
物
・
山
車
に
よ
っ
て
表
わ
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
『
庭
訓
往
来
』
に
は
売
り
歩
く
商
人
の
記
述
は
な
い
が
、
岡
山
城
下
町
の

町
人
は
、
各
地
の
特
産
物
を
運
搬
し
て
売
り
歩
く
商
人
や
、
職
人
の
風
俗
を
造
型
化

し
た
の
で
あ
る
。

　
個
別
の
岡
山
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
東
照
宮
祭
礼
一
般

の

研
究
史
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
東
照
宮
祭
礼
の
多
く
は
維
新
期
に
廃
絶
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
、
民
俗
学
・
宗

教
学
・
人
類
学
・
社
会
学
な
ど
現
行
の
祭
礼
を
研
究
対
象
と
す
る
諸
学
に
よ
る
研
究

は
遅
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
、
近
世
祭
礼
を
権
力
論
的
視
点
か
ら
研
究
す
る
傾
向

の
一
環
と
し
て
、
東
照
宮
祭
礼
の
研
究
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
る
。
近
世
に
生
ま
れ
、

多
く
が
近
世
と
と
も
に
滅
ん
だ
、
そ
の
意
味
で
は
最
も
近
世
的
と
考
え
ら
れ
る
東
照

宮
祭
礼
を
題
材
に
、
政
治
都
市
で
あ
る
城
下
町
を
考
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
（
1
0
）

具
体
的
に
は
、
久
留
島
浩
、
黒
田
日
出
男
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
、
倉
地
克
直
、
中
野

　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

光
浩
、
藤
本
清
二
郎
な
ど
の
諸
氏
の
研
究
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
先
ず
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
東
照
宮
勧
請
と
東
照
宮
祭
礼
の
概
略
を
記
し
て
お
こ

う
。　

徳
川
家
康
を
東
照
大
権
現
と
し
て
祀
る
幕
藩
体
制
の
成
立
に
よ
っ
て
、
東
照
宮
が

元
和
・
寛
永
期
を
ピ
ー
ク
と
し
て
多
く
の
藩
に
勧
請
さ
れ
た
。
東
照
宮
は
将
軍
家
の

祖
神
と
し
て
至
高
の
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
、
東
照
宮
を
領
内
に
勧
請
す
る
こ
と

は
、
特
に
外
様
大
名
に
と
っ
て
は
自
家
の
家
格
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
勧
請
は
、
将
軍
家
と
の
血
縁
関
係
の
親
疎
や
、
大
名
家
の
分
際
（
特
に
譜
代
大
名
）

な
ど
を
基
準
に
許
可
さ
れ
た
。

　
藩
主
に
よ
る
東
照
宮
勧
請
は
支
配
権
確
立
の
一
環
で
あ
り
、
公
儀
へ
の
奉
公
、
言

い
か

え
れ
ば
藩
政
確
立
の
た
め
の
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
、
東
照
大
権
現
の

威
光
が
か
か

げ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
全
国
で
五
五
〇
社
以
上
も
の
東
照
宮
が
創
建
さ

れ
、
近
世
権
力
は
各
都
市
で
東
照
宮
と
い
う
新
し
い
神
格
を
ま
つ
る
祭
り
を
創
始
し

た
。
こ
れ
ら
を
東
照
宮
祭
礼
と
総
称
す
る
。

　
ま
た
幕
府
は
、
武
家
国
家
の
象
徴
で
あ
る
日
光
東
照
宮
を
東
ア
ジ
ア
の
守
護
神
に

し
よ
う
と
、
朝
鮮
通
信
使
に
参
拝
さ
せ
た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
命
じ
て
灯
籠
を
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

進

さ
せ
荘
厳
を
図
る
な
ど
、
東
照
宮
を
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
精
神
的
紐
帯

と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
城
下
町
の
東
照
宮
祭
礼
を
素
材
と
し
て
、
権
力
と
儀
礼
の
相
関
関
係

の
特
質
を
考
え
よ
う
と
す
る
の
が
近
年
の
研
究
動
向
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
祭
礼
を
担
う
都
市
民
と
政
治
権
力
と
の
相
克
を
叙
述
す
る
姿

勢
が
弱
か
っ
た
従
来
の
祭
礼
研
究
を
止
揚
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
も
受
け
取

れ
よ
う
。

　
さ
て
、
中
野
氏
に
よ
る
と
、
近
世
都
市
祭
礼
は
「
藩
主
催
の
官
祭
」
と
藩
の
保
護
・

規
制
は
あ
る
が
「
町
人
主
導
型
の
も
の
」
と
に
大
別
で
き
、
藩
主
に
よ
っ
て
各
城
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

町
に
勧
請
さ
れ
た
東
照
宮
祭
礼
は
、
正
に
典
型
的
な
官
祭
と
さ
れ
る
。

　
黒
田
氏
は
東
照
宮
祭
礼
の
持
つ
政
治
性
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
抜
き
に
近
世
の
祭

礼

を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
祭
礼
は
藩
権
力
に
よ
っ
て
挙
行
（
場
合
に

よ
っ
て
は
中
止
）
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
祭
礼
行
列
は
武
威
を
民
衆
の
前
に
可
視
化

す
る
政
治
文
化
で
あ
る
と
捉
え
、
権
力
が
祭
礼
と
い
う
文
化
装
置
を
政
治
的
に
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

す
る
構
図
を
指
摘
す
る
。

　
城
下

町
に
お
け
る
練
物
は
藩
主
の
家
臣
団
の
行
列
の
前
後
を
行
く
事
例
も
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
、
練
物
は
民
俗
的
想
像
力
か
ら
造
型
化
さ
れ
た
産
物
で
あ
る
と
い
う

面
と
同
時
に
、
藩
主
が
桟
敷
か
ら
上
覧
、
検
分
す
る
軍
事
的
行
進
の
な
か
に
置
か
れ

て

い

る
と
い
う
側
面
も
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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江
戸
の
天
下
祭
り
の
よ
う
に
、
御
旅
所
を
城
中
や
そ
の
付
近
に
設
定
し
、
藩
主
や

将
軍
が
上
覧
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
祭
礼
が
そ
の
極
み
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
な
都
市
祭
礼
研
究
動
向
に
よ
る
と
、
東
照
宮
祭
礼
の
多
く
が
、
江
戸

幕
府
の
崩
壊
と
明
治
政
府
の
神
仏
分
離
政
策
に
よ
っ
て
命
脈
を
断
た
れ
た
の
は
、
東

照
宮
祭
礼
が
「
権
力
の
祭
」
で
あ
り
、
民
衆
に
根
づ
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。

　
従
来
の
祭
礼
研
究
が
、
政
治
や
権
力
関
係
を
視
野
に
入
れ
な
い
祝
祭
論
的
研
究
で

あ
っ
た
こ
と
の
反
動
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
近
年
の
研
究
に
は
「
町
人
の
祭
礼
と
し
て

の
東
照
宮
祭
礼
」
と
い
う
側
面
か
ら
の
言
及
が
希
薄
で
あ
る
傾
向
が
否
め
な
い
。

　
し
か
し
、
各
地
で
創
始
さ
れ
た
東
照
宮
祭
礼
が
、
幕
末
ま
で
一
環
し
て
藩
の
支
配

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
貫
徹
の
た
め
の
装
置
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
少

な
く
と
も
、
岡
山
の
場
合
は
倉
地
氏
の
言
う
よ
う
に
、
「
東
照
宮
を
め
ぐ
る
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

力
と
民
衆
の
せ
め
ぎ
あ
い
は
も
う
少
し
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
」
の
が
現
実
な

の

で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
岡
山
東
照
宮
祭
礼
の
練
物
の
場
合
、
町
人
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
武
家
の

統
治
の
ロ
ア
の
葛
藤
の
な
か
で
、
い
か
な
る
造
型
が
選
択
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
主
題
、

シ
ン
ボ
ル
が
都
市
民
の
心
を
つ
か
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
民
俗
的
想
像
力
の
み
か
ら
解
明
さ
れ
得
る
問
題
で
は
な
く
、
逆
に
権
力
と

の
関
わ
り
で
の
み
で
解
明
で
き
る
単
純
な
も
の
で
も
な
い
。

　
同
時
代
の
時
事
、
風
刺
、
風
俗
な
ど
を
練
物
に
採
用
す
る
場
合
、
様
々
な
制
約
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
く
り
物
風
流
が
見
物
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
は
当

座
性
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
こ
の
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
ず
、
歌
舞
伎
の
場
合
は

設
定
の
時
代
を
遡
ら
せ
、
仮
託
す
る
方
法
な
ど
に
よ
っ
て
解
決
の
道
を
探
っ
た
。
そ

の

よ
う
な
創
意
工
夫
、
規
制
と
緩
和
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
な
か
で
、
つ
く
り
物
の
内
容

が
選
択
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
庭
訓
売
物
」
も
、
こ
う
し
た
支
配
層
と
被
支
配
層
の
関
係
の
な
か
で
表
現
さ
れ

た
練
物
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
本
稿
で

は
、
主
に
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

材
と
し
、
「
庭
訓
売
物
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

を
素

註（
1
）
　
平
安
時
代
か
ら
中
世
の
都
市
祭
礼
に
お
い
て
は
、
祭
礼
行
列
を
渡
物
と
称
し
て
い
た
が
、
渡

　
　
物
と
近
世
以
降
の
都
市
祭
礼
の
練
物
と
は
区
別
し
て
考
え
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
　
田
中
緑
紅
氏
『
祇
園
祭
ね
り
も
の
』
（
上
）
・
（
下
）
、
京
を
語
る
会
、
一
九
六
〇
。
鳥
寒
三
郎

　
　
氏
『
飯
田
の
お
ね
り
祭
り
』
山
村
書
院
、
一
九
三
八
。

（
3
）
　
『
安
土
城
の
中
の
「
天
下
」
襖
絵
を
読
む
』
（
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
別
冊
歴
史
を
読
み
な
お

　
　
す
）
一
六
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
。

（
4
）
　
同
右
、
二
頁
。

（
5
）
　
植
木
行
宣
氏
「
山
鉾
の
変
遷
」
（
『
祇
園
祭
大
展
』
図
録
、
一
九
九
四
）
、
「
山
鉾
の
祭
り
の
成

　
　
立
と
発
展
」
（
滋
賀
県
長
浜
市
教
育
委
員
会
長
浜
曳
山
祭
総
合
調
査
団
編
『
長
浜
曳
山
祭
総
合
調

　
　
査
報
告
書
』
、
一
九
九
六
）
。

（
6
）
　
風
流
つ
く
り
物
に
関
し
て
は
、
岡
崎
義
恵
、
伊
勢
宗
治
、
郡
司
正
勝
、
本
田
安
次
、
喜
多
慶

　
　
治
、
祝
宮
静
、
西
角
井
正
大
、
植
木
行
宣
、
山
路
興
造
、
守
屋
毅
、
佐
野
み
ど
り
、
稲
城
信
子
、

　
　
日
高
薫
、
作
美
陽
一
、
福
間
裕
爾
な
ど
諸
氏
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
国
立
歴
史
民

　
　
俗
博
物
館
に
お
い
て
も
一
九
九
六
年
よ
り
「
『
つ
く
り
物
』
の
総
合
的
研
究
」
（
日
高
薫
氏
研
究
代

　
　
表
）
と
い
う
共
同
研
究
会
を
行
っ
て
い
る
。

（
7
）
　
「
祭
礼
の
空
間
構
造
」
『
日
本
都
市
史
入
門
』
1
空
間
、
東
大
出
版
会
、
一
九
八
九
。
「
都
市
の

　
　
祭
礼
研
究
ノ
ー
ト
ー
東
照
宮
祭
礼
を
中
心
に
ー
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
口
頭
発
表

　
資
料
、
一
九
九
七
。

（
8
）
　
「
新
発
見
の
天
下
祭
り
絵
巻
ー
龍
ヶ
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
『
神
田
明
神
祭
礼
絵
巻
』
の

　
　
紹
介
ー
」
『
龍
ヶ
崎
市
史
研
究
』
六
、
一
九
九
二
（
後
、
「
天
下
祭
り
絵
巻
の
世
界
　
龍
ヶ
崎
市

　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
『
神
田
明
神
祭
礼
絵
巻
』
」
『
王
の
身
体
　
王
の
肖
像
』
平
凡
社
、
一
九
九

　
　
三
に
収
録
）
。
「
〈
祭
り
〉
の
時
代
と
し
て
の
近
世
」
土
浦
市
立
博
物
館
特
別
展
図
録
『
に
ぎ
わ

　
　
い
の
時
間
ー
城
下
町
の
祭
礼
の
そ
の
系
譜
ー
』
、
一
九
九
三
。
「
都
市
祭
礼
文
化
研
究
の
現
在
」

　
　
川
越
市
立
博
物
館
特
別
展
図
録
『
川
越
氷
川
祭
礼
の
展
開
』
、
一
九
九
七
。

（
9
）
　
黒
田
氏
と
の
共
同
責
任
編
集
『
行
列
と
見
世
物
』
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
別
冊
歴
史
を
読
み

　
　
な
お
す
一
七
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
。

（
1
0
）
　
「
東
照
宮
祭
礼
と
民
衆
」
『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
七
、
一
九
九
六
。
「
東
照
宮
祭
礼
に
つ

　
　
い
て
」
『
近
世
の
民
衆
と
支
配
思
想
』
柏
書
房
、
一
九
九
八
。

（
1
1
）
　
「
和
歌
山
東
照
宮
祭
礼
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
地
方
史
研
究
』
二
五
六
号
、
一
九
九
五
）
。
「
仙
台
東

　

照
宮
祭
礼
の
歴
史
的
特
質
に
つ
い
て
」
（
『
地
方
史
研
究
』
二
六
一
号
、
一
九
九
六
）
。
「
岡
山
東
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照
宮
の
祭
礼
に
つ
い
て
」
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ロ
頭
発
表
資
料
、
一
九
九
六
。

（
1
2
）
　
「
和
歌
祭
り
と
城
下
附
か
わ
た
村
」
（
『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
、
二
五
・
二
六
、
一
九
九
四
。

（
1
3
）
　
高
藤
晴
俊
『
家
康
公
と
全
国
の
東
照
宮
』
（
東
京
美
術
、
一
九
九
二
）
。
清
水
実
氏
「
元
和
～

　

寛
永
期
に
お
け
る
久
能
山
東
照
宮
の
変
遷
」
（
『
神
道
及
び
神
道
史
』
四
五
、
一
九
八
七
）
。
曾
根

　
　
原
理
氏
「
会
津
地
域
に
お
け
る
東
照
宮
信
仰
」
（
『
神
道
古
典
研
究
所
紀
要
』
四
、
一
九
九
八
）
。

（
1
4
）
　
朝
尾
直
弘
氏
「
第
六
室
へ
よ
う
こ
そ
」
『
日
本
歴
史
館
』
、
小
学
館
、
一
九
九
三
。

（
1
5
）
　
前
掲
「
仙
台
東
照
宮
祭
礼
の
歴
史
的
特
質
に
つ
い
て
」
。

（
1
6
）
　
「
都
市
の
祭
礼
文
化
」
前
掲
『
行
列
と
見
世
物
』
。

（
1
7
）
　
倉
地
氏
前
掲
「
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い
て
」
一
九
七
頁
。

（
1
8
）
　
本
稿
の
執
筆
動
機
の
一
つ
は
、
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
に
関
す
る
、
筆
者
の
誤
り
を
訂

　
　
正
す
る
点
に
あ
る
。
本
資
料
名
は
箱
蓋
表
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
名
称
に
よ
っ
た
も
の
で
、
そ
の

　
　
ほ
か
の
付
属
資
料
は
な
く
、
一
九
九
四
年
度
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
購
入
し
た
資
料
で
あ

　
　
り
、
伝
来
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
企
画
展
「
描
か
れ
た
祭
礼
」

　
　
に
出
品
し
た
時
、
筆
者
は
『
日
光
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
と
資
料
名
を
付
け
、
他
の
日
光
東

　
　
照
宮
祭
礼
絵
巻
と
同
じ
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て
し
ま
っ
た
。
展
示
図
録
や
展
示
場
解
説
に
は
日

　
　
光
東
照
宮
祭
礼
で
あ
る
こ
と
は
明
記
し
な
か
っ
た
が
、
資
料
名
を
つ
け
る
と
い
う
、
最
も
大
切

　
　
な
点
で
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
東
照
宮
祭
礼
絵
画
資
料
の
現
存
作
品
と
し
て
は
日
光
東
照

　
　
宮
祭
礼
が
抜
き
ん
出
て
多
い
た
め
、
諸
国
の
東
照
宮
祭
礼
の
多
様
な
在
り
方
の
知
識
の
欠
如
を

　
　
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
。
展
覧
会
後
、
日
光
東
照
宮
の
高
藤
晴
俊
氏
よ
り
日
光
東
照
宮
祭
礼
で
は

　
　
な
い
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
一
九
九
六
年
夏
、
中
野
光
浩
氏
か
ら
は
岡
山
東
照
宮
祭
礼
で
あ
る

　
　
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
学
恩
を
受
け
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
巻

　
　
は
林
原
美
術
館
所
蔵
の
『
菖
蒲
賦
物
絵
』
と
同
じ
絵
師
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
『
菖
浦
賦

　
　
物
絵
』
は
寛
保
元
年
の
端
午
節
句
の
練
物
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
両
巻
と
も
に
も
と
岡
山
藩

　
　
主
池
田
家
に
伝
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
菖
蒲
賦
物
絵
』
に
関
す
る
考
察
は
後
日
を
期
し

　
　
た
い
。

0
岡
山
東
照
宮
祭
礼
研
究
史

　
現
在
の
岡
山
市
東
山
、
近
世
に
は
門
田
村
幣
立
山
と
称
し
た
微
高
地
の
頂
上
に
玉

井
宮
と
東
照
宮
が
並
び
祀
ら
れ
て
い
る
。
岡
山
駅
か
ら
市
電
の
東
山
線
に
乗
り
、
終

点
の
東
山
で
降
り
る
と
遊
園
地
に
隣
接
し
て
新
し
い
社
殿
が
あ
る
。
近
年
の
火
災
の

後
、
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
東
照
宮
は
、
も
と
も
と
八
幡
宮
（
玉
井
宮
）
と
そ
の
社
僧
寺
で
あ
る
大
徳
院

が

あ
っ
た
城
下
東
の
外
れ
の
当
地
に
、
正
保
二
年
（
一
六
四
六
）
、
岡
山
藩
主
池
田

光
政
が
岡
山
城
の
鎮
守
と
し
て
勧
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
光
政
は
す
で
に
寛
永
末
年

に
東
叡
山
門
跡
天
海
に
東
照
宮
勧
請
を
願
い
出
て
お
り
、
こ
の
時
期
は
家
臣
団
の
整

備
、
行
政
機
構
の
確
立
、
基
本
的
な
法
令
の
整
備
な
ど
藩
政
の
進
展
が
み
ら
れ
た
時

期
で
あ
り
、
東
照
宮
勧
請
も
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ

　
　
　
（
1
）

れ
て

い
る
。

　
東
照
宮
に
は
社
領
三
百
石
が
付
さ
れ
、
別
当
寺
と
し
て
東
叡
山
寛
永
寺
末
の
利
光

院
が
定
め
ら
れ
た
。
玉
井
宮
は
南
方
に
移
さ
れ
た
が
、
維
新
以
後
東
照
宮
に
合
祀
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
宗
教
法
人
名
を
玉
井
宮
東
照
宮
と
い
う
が
、
現
在
で
は
玉

井
宮
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
東
照
宮
祭
礼
は
遷
宮
の
翌
年
、
正
保
三
年
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
毎

年
行
な
わ
れ
、
地
元
で
は
権
現
祭
と
い
わ
れ
た
。
祭
礼
当
日
朝
、
神
輿
と
練
物
は
出

発

し
、
御
野
郡
南
方
村
内
の
、
南
流
す
る
旭
川
の
右
岸
川
端
（
現
岡
山
市
兵
団
）
に

あ
る
東
照
宮
御
旅
所
に
達
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
神
社
に
帰
っ
た
（
図
1
）
。
御
旅

所

は
城
下
町
北
端
に
接
す
る
位
置
に
あ
り
、
空
間
的
に
み
る
と
行
列
は
城
下
南
東
端

か

ら
、
城
下
北
端
ま
で
を
往
復
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
前
後
を
岡
山
藩
の
家
中
武

士
が
供
奉

し
、
町
方
よ
り
練
物
が
参
加
し
た
。
そ
の
行
列
は
先
頭
が
御
旅
所
に
着
い

た
こ
ろ
、
後
尾
は
ま
だ
東
山
の
あ
た
り
に
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
長
い
行
列
で

　
　
（
2
）

あ
っ
た
。
城
下
町
の
中
央
部
を
縦
断
す
る
行
列
ル
ー
ト
は
時
代
に
よ
っ
て
若
干
変
更

さ
れ
た
が
基
本
は
図
1
の
よ
う
に
変
わ
ら
ず
、
往
路
は
三
五
町
（
約
三
・
八
キ
ロ
）
、

復
路
は
城
中
の
内
山
下
（
二
の
丸
）
を
通
る
四
九
町
（
約
五
・
三
キ
ロ
）
、
往
復
九
キ

ロ

強
の
強
行
軍
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ご
ひ
げ
な
が

　
幕
末
の
狂
歌
師
、
臆
髪
長
の
「
東
照
宮
祭
礼
」
に
よ
る
と
、
神
輿
が
山
を
下
る
の

は

午
前
六
時
、
神
幸
道
筋
で
は
役
人
が
街
角
を
固
め
、
竹
垣
を
前
に
結
び
、
白
い
「
建

て

砂
」
を
し
、
町
屋
で
は
金
屏
風
を
た
て
、
緋
毛
艶
を
敷
き
、
店
の
座
敷
の
幾
所
に

酒
宴
を
設
け
、
竹
笛
と
豆
鼓
を
吹
く
音
が
響
き
渡
っ
て
い
る
、
と
幕
末
の
祭
礼
の
様
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粁東照宮

卍利光院

二の丸繋蝋

橋
本
町

騨　

図1　岡山城下ならびに渡御行列順路

　　　町名を記した12町は、当初東照宮氏子とされた町々である。

　　　（倉地克直氏「東照宮祭礼について」掲載図に福原が情報を付加した）

i彩『・

鰻、く
・1，／

－
≡．

S
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ら

リ

ド
や

ド
ニ

鍵
藁

図2　『岡山東照宮御祭礼略図絵』より
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・福原敏男［祭礼の練物］

子
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
図
2
の
『
岡
山
東
照
宮
御
祭
礼
略
図
絵
』
に
描
か
れ
て
い
る

の

は
、
「
建
て
砂
」
を
し
て
祭
礼
行
列
を
待
つ
町
方
の
賑
わ
い
で
あ
り
、
町
家
も
桟

敷
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
祭
礼
は
慶
応
三
年
で
断
絶
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

秋
祭
り
の
み
は
庶
民
の
娯
楽
と
し
て
復
活
し
た
よ
う
で
あ
り
、
神
野
力
氏
の
著
作
を

参
照

し
て
、
近
代
の
秋
祭
り
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　
岡
山
市
の
秋
祭
り
は
岡
山
神
社
（
酒
折
宮
）
か
ら
は
じ
ま
っ
て
今
村
宮
、
玉
井
宮

と
地
域
的
に
も
三
分
さ
れ
て
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
氏
神
、
氏
子
は
違
っ
て
も
形
式

は
す
べ
て
が
同
じ
で
、
各
町
内
ご
と
に
大
太
鼓
を
乗
せ
た
花
車
を
、
法
被
を
き
た
大

人
や
子
供
た
ち
が
綱
で
ひ
っ
ぱ
り
、
弓
張
り
提
灯
を
ふ
り
な
が
ら
印
象
的
な
備
前
太

鼓
唄
を
う
た
っ
て
宮
参
り
を
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ

し
て
、
こ
の
提
灯
の
波
と
笛
や
太
鼓
に
あ
わ
せ
て
う
た
う
歌
の
リ
ズ
ム
が
、
秋

の
夜
の
一
時
を
神
社
に
向
か
っ
て
流
れ
て
ゆ
く
情
景
は
、
岡
山
市
に
育
っ
た
人
々
に

と
っ
て
は
ま
さ
し
く
ふ
る
里
へ
の
郷
愁
と
し
て
終
生
の
思
い
出
で
あ
る
。
歌
の
リ
ズ

ム

は
「
お
江
戸
日
本
橋
」
を
く
ず
し
た
よ
う
な
も
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
一
般
に
も

う
け
、
文
句
も
庶
民
的
な
町
の
歴
史
が
つ
づ
ら
れ
て
な
つ
か
し
さ
を
ま
し
て
い
る
。

　
　
”
備
前
岡
山
西
大
町
大
火
事
に
、
今
屋
が
火
元
で
五
十
五
軒
、
こ
う
ち
ゃ
え
こ

　
　
う
ち
ゃ
え
”

　
　
“
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
に
貰
う
た
手
拭
を
川
端
の
小
枝
に
ち
ょ
と
か
け
て
、
こ
う
ち
ゃ

　
　
え
こ
う
ち
ゃ
え
”

　
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
行
列
は
各
町
内
の
競
演
に
な
っ
た
。
あ
る
町
で
は
花
車
に
力

を
入
れ
、
ま
た
あ
る
町
で
は
太
鼓
の
立
派
さ
を
誇
り
と
し
た
。
ま
た
笛
の
名
人
も
で

て

今
で
も
何
人
か
が
そ
の
逸
話
と
と
も
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
行
列
の

先
駆
を
つ
と
め
る
獅
子
も
そ
の
獅
子
頭
の
優
劣
が
や
か
ま
し
か
っ
た
。

　
そ
の
大
半
を
戦
災
に
よ
っ
て
消
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
出
石
町
の
獅
子
な
ど
は
、

町
内
の
気
風
も
伝
わ
っ
て
、
か
つ
て
名
作
を
誇
っ
た
獅
子
頭
こ
そ
な
く
な
っ
た
が
、

親
子
三
匹
の
獅
子
が
、
笛
と
太
鼓
に
つ
れ
て
う
た
い
だ
さ
れ
る
備
前
太
鼓
唄
の
リ
ズ

ム

に
の
っ
て
、
楽
し
く
踊
り
た
わ
む
れ
る
姿
は
、
ま
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル
と
し
て
次

第
に
岡
山
名
物
の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
城
下
町

岡
山
の
鎮
守
で
あ
っ
た
岡
山
東
照
宮
は
廃
社
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
近
代
都

市
岡
山
の
氏
神
で
は
な
く
な
っ
た
。
岡
山
神
社
・
今
村
宮
・
玉
井
宮
が
岡
山
の
氏
神

と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
氏
子
圏
が
三
分
さ
れ
た
。
し
か
し
、
も
と
は
同
じ
東
照
宮
祭

礼
で

あ
っ
た
の
で
、
近
代
に
再
興
さ
れ
て
も
形
式
は
全
て
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

、つ
。

　
も
し
、
東
照
宮
祭
礼
が
近
世
を
通
じ
て
上
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
い
う
意

味

し
か
持
た
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
つ
ま
り
庶
民
か
ら
望
ん
で
の
復
活

は

な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
す
で
に
岡
山
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い
て
は
、
岡
山
大
学
図
書
館
蔵
「
池
田
文

庫
」
・
岡
山
市
立
図
書
館
蔵
「
国
富
文
庫
」
な
ど
の
豊
富
な
文
献
史
料
を
も
と
に
研

究
が
進
展
し
て
い
る
。
特
に
、
一
九
九
六
年
の
倉
地
論
文
「
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い
て
」

は
、
詳
細
な
通
史
叙
述
、
歴
史
的
意
義
づ
け
の
点
で
も
卓
越
し
て
お
り
、
こ
の
論
文

に

付
け
加
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
以
前
の
研
究
史

を
整
理
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
従
来
の
研
究
に
お
い
て
不
思
議
に
も
触
れ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
が
、
そ
の
研
究
の
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（
4
）

嗜
矢
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
『
岡
山
市
史
全
』
の
第
三
編
「
寛
永
移
封
以
後

廃
藩
置
県
迄
」
、
第
一
六
章
「
年
中
行
事
」
、
一
「
権
現
祭
」
の
記
述
（
蜂
谷
時
順
氏

執
筆
と
思
わ
れ
る
）
に
あ
る
。

　
「
権
現
祭
」
は
『
寺
社
奉
行
森
川
助
左
衛
門
筆
記
』
、
『
備
陽
記
』
、
『
古
老
談
話
』
を

主

た
る
史
料
と
し
て
、
東
照
宮
造
営
の
経
緯
、
氏
子
の
選
定
、
社
僧
利
光
院
に
つ
い

て

記
述

し
た
上
で
、
権
現
祭
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
以
下
、
主
要
な
点
を
箇
条

書
き
に
し
よ
う
。

　
・
東
照
宮
勧
請
に
際
し
て
、
幕
府
か
ら
祭
礼
は
四
、
九
月
の
二
季
の
み
に
限
定
す

　
　

る
内
達
が
あ
っ
た
の
で
、
藩
主
池
田
光
政
在
国
の
正
保
三
年
は
九
月
一
七
日
、

　
　
翌
年
の
江
戸
参
勤
（
藩
主
国
元
不
在
）
の
年
は
四
月
一
七
日
に
執
行
と
い
う
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
年
交
替
に
決
ま
っ
た
。

　
・
祭
礼
創
始
よ
り
、
武
家
屋
敷
に
住
む
家
中
武
士
の
一
部
と
と
も
に
、
町
方
一
二

　
　
町
が
東
照
宮
の
氏
子
と
し
て
定
め
ら
れ
、
上
之
町
の
花
踊
り
（
三
〇
人
の
唐
人

　
　
踊
り
）
、
中
之
町
の
山
伏
大
峰
入
六
〇
人
（
天
狗
山
猿
）
、
下
之
町
の
石
引
踊
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
西
大
寺
町
の
雪
引
踊
り
が
参
加
し
て
い
る
。

　
・
享
保
二
～
六
年
（
一
七
一
七
～
二
一
）
ま
で
は
藩
主
継
政
が
入
国
し
て
い
な
か
っ

　
　
た
の
で
、
祭
礼
は
毎
年
四
月
に
行
わ
れ
、
同
七
年
以
降
前
規
に
復
し
、
藩
主
参

　
　
勤
の
享
保
七
年
を
四
月
一
七
日
、
在
国
の
翌
八
年
を
九
月
一
七
日
執
行
と
し
、

　
　
以
来
権
現
祭
廃
止
の
明
治
元
年
に
至
る
。

　
・
御
旅
所
に
お
け
る
家
中
馬
揃
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
水
害
に
よ
る
練
物

　
　
廃
止
と
御
旅
所
損
壊
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
か
ら
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）

　
　
の
流
鏑
馬
流
行
、
寛
文
六
年
よ
り
の
甲
冑
騎
馬
武
具
と
神
輿
渡
御
の
行
列
次
第
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
以
降
の
競
馬
、
元
禄
一
〇
年
の
町
方
練
物
再
興
、
児
島

　
　
五
流
山
伏
の
祭
礼
供
奉
、
以
降
の
町
方
練
物
の
変
遷
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

　
・
『
備
陽
記
』
を
典
拠
と
し
て
、
元
文
四
年
の
一
二
ヶ
町
に
よ
る
「
庭
訓
売
物
」

　
　
の
再
興
に
言
及
し
、
売
物
名
と
町
名
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
こ
の
練
物
が
毎
年

　
　
の
例
と
な
っ
た
か
否
か
は
不
明
と
し
て
い
る
。

　
・
嘉
永
、
安
永
期
以
後
の
町
方
練
物
は
、
笠
鉾
、
武
者
、
難
段
尻
の
三
つ
に
減
っ

　
　

た
が
、
家
中
の
行
列
威
儀
は
盛
時
と
変
わ
ら
な
い
（
「
御
祭
礼
供
奉
御
行
列
」
水

　
　
野
正
之
氏
所
蔵
文
書
）
。
藩
主
は
祭
礼
前
日
に
予
め
東
照
宮
に
社
参
し
て
、
渡

　
　
御
の
道
筋
及
び
御
旅
所
の
下
検
分
を
し
、
御
旅
所
よ
り
船
で
後
楽
園
に
入
り
、

　
　
翌
祭
礼
当
日
は
後
楽
園
よ
り
船
で
御
旅
所
に
至
り
、
神
幸
を
待
ち
、
御
旅
所
の

　
　
儀
式

と
馬
場
に
お
け
る
競
馬
が
終
わ
る
と
、
再
び
船
で
後
楽
園
に
帰
館
す
る
も

　
　
の
と
し
て
い
る
。

　

以
上

の

よ
う
に
、
「
権
現
祭
」
は
、
典
拠
史
料
に
よ
っ
て
若
干
問
題
が
あ
る
記
述

は
あ
る
が
、
町
方
練
物
の
変
遷
な
ど
、
祭
礼
の
成
立
か
ら
終
焉
ま
で
、
過
不
足
な
く

全
体
像
を
把
握
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
祭
日
の
問
題
と
「
庭
訓
売
物
」
の
記
述
が

再
考
す
べ
き
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
先
ず
、
祭
日
の
問
題
で
あ
る
。
家
康
は
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
四
月
一
七
日
に

亡
く
な
り
、
そ
の
遺
言
に
よ
り
一
年
後
、
下
野
日
光
山
に
勧
請
さ
れ
て
神
と
し
て
祀

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
四
月
一
七
日
将
軍
秀
忠
参
列
の
も
と
で
祭
礼
が
行
わ
れ
て
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

照
宮
が
鎮
座
し
、
以
降
、
毎
年
こ
の
日
を
祭
日
と
し
て
い
る
。
岡
山
の
四
月
祭
礼
の

祭
日
も
こ
れ
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
光
政

は
「
先
祖
と
将
軍
へ
の
忠
」
で
あ
る
先
祖
祭
り
と
軍
陣
を
藩
の
大
事
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

儒
教
主
義
を
信
奉
す
る
忠
孝
の
権
化
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
彼
は
、
将
軍
へ
の
忠
は
、

将
軍
か
ら
預
っ
た
国
（
藩
）
の
統
治
を
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
で
果
た
さ
れ
る
と
考
え
、

幕
藩
秩
序
を
主
体
的
に
担
う
こ
と
を
自
ら
の
使
命
と
し
た
。

　
光
政

は
他
の
藩
主
と
同
様
、
東
照
宮
祭
礼
を
、
徳
川
氏
に
よ
る
支
配
イ
デ
オ
ロ

ギ

ー
貫
徹
の
た
め
の
、
「
岡
山
城
と
城
下
町
の
鎮
守
の
祭
礼
」
と
位
置
づ
け
た
。
在

国
中
に
は
先
祖
の
忌
日
と
四
季
に
儒
式
の
祭
り
を
行
い
、
参
勤
年
に
は
、
岡
山
で
東

照
宮
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
四
月
一
七
日
、
将
軍
が
紅
葉
山
東
照
宮
に
家
康
忌
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

参
詣
す
る
供
を
し
て
い
る
。

　
祭
礼
創
始
の
年
は
幕
府
の
関
与
に
よ
り
、
光
政
在
国
の
九
月
に
決
ま
っ
て
い
た
と

す
れ
ば
、
一
七
日
と
い
う
祭
日
は
四
月
の
方
に
あ
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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表
1
　
『
吉
備
温
故
秘
録
』
の
「
庭
訓
売
物
」
（
町
組
に
関
し
て
は
下
段
の
本
文
中
に
説
明
が
あ
る
）

61　59　　57　55　　53　　51　49　　47　45　43　41　39　　37　　35　　33　　31　29　　27　25　23　　21　　19　　17　　15　　13　　11　　9　　7　　5　　3　　　1 行列順

の庭
名訓
産往
物来

寳屡lli欝寧燕lll畔1！禁1　　　　　　合　　　　　　以　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共
つ仮く装

り・

物

岩藤紺富萬桶大　山　大上紙児下妹野桜瓦東石　中　浜常大高梯下平久塩下西田　野屋　田　町屋雲科工之屋嶋片尾殿町　町中　関　出　田　盤黒橋稀内　野　山　見之大町町　町町　　　町寺町町町町町上町町　　　　嶋町石　町町町町忌　田　町町町町寺　　　　　　　　　　　　　　　　　　町　　　　　　　町町　　　　　　　町　　　　　　町　　　　　　　　　　町　　　　　　　　町 町

名

上　下下上上上下下下上　下下中　下中　下下中　上上中　中　中　下上下下　中　上中　上・　　　　　　　　．　　　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　’　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　・　　　　　　　　．　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　．　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　・　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　右

外外外外外外外外外頭頭中中外外外外外外外外外外外外外外外外中頭

町

組

62　60　58　56　54　52　50　48　46　44　42　40　38　36　34　32　30　28　26　24　22　20　　18　16　14　　12　10　　8　　6　　4　　2 行列順

の庭
名訓

駐物来

つ仮
く
装
り
・
物

響蹴舗糊毒舗ll騨竃曙ll欝1纏酢澆 町

名

中　中　下上中上下下上上上下　中　下　中　中　中下　中　上上　中　上上下　中　上下　中　上　中・　　　　　　　．　　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　　，　　　　　　　，　　　　　　　・　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　　，　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　　ヂ　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　，　　　　　　　ヂ　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●

頭外外外外外頭外外外中外中外外外外外外外外外外外外外外外中中頭

町

組

　
次

に
「
庭
訓
売
物
」
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
は
『
備
陽
記
』
の
追

加
、
巻
三
二
所
載
の
「
東
照
宮
聞
伝
記
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
『
備
陽
記
』
の
こ
の
記
述
は
池
田
文
庫
の
「
御
祭
礼
聞

伝
記
」
と
同
様
、
一
～
二
一
番
の
、
練
物
の
三
分
一
の
み
し
か
記
さ

れ
て

お
ら
ず
、
後
半
四
一
番
が
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
研
究
史

上
、
二
番
目
に
注
目
す
べ
き
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
こ

に
、
『
吉
備
群
書
集
成
』
第
九
輯
と
し
て
『
吉
備
温
故
秘
録
』
第
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

八
巻
（
東
照
宮
御
祭
聞
伝
大
概
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

の

中
の
「
御
祭
礼
年
留
」
は
祭
礼
の
編
年
記
録
で
あ
り
、
こ
の
元
文

四

年
九
月
一
七
日
条
に
は
表
1
の
六
二
町
の
出
し
物
が
記
さ
れ
て
お

り
、
「
庭
訓
売
物
」
の
全
容
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
同
表
下
部
の
町
組
は
筆
者
が
付
加
し
た
も
の
で
、
上
段
が
行

政

区
分
で
あ
る
上
・
中
・
下
町
の
区
別
を
、
下
段
は
宅
地
税
賦
課
を

基
準
と
し
た
町
の
格
式
を
あ
ら
わ
す
頭
・
中
・
外
町
の
区
別
を
示
し
た
。

　
一
九
六
三
年
に
は
池
田
家
の
通
史
で
あ
る
『
池
田
家
履
歴
略
記
』

　
　
　
　
〔
1
2
）

が
刊
行
さ
れ
、
こ
こ
に
も
東
照
宮
祭
礼
の
歴
史
が
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
一
九
七
七
年
に
は
蓬
郷
巌
氏
の
『
岡
山
の
風
俗
』
（
岡
山
文
庫
）
「
東

照
宮
祭
礼
の
行
列
を
迎
え
る
人
び
と
」
の
項
に
近
世
末
期
に
版
行
さ

れ

た
『
岡
山
東
照
宮
御
祭
礼
略
図
絵
』
の
抜
粋
が
掲
載
さ
れ
、
さ
ら

に

同
氏
は
一
九
八
三
年
に
岡
山
市
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

史
料
の
全
て
を
、
解
説
を
添
え
て
刊
行
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
一
九
八
三
年
に
は
『
玉
井
宮
東
照
宮
誌
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の

第
六
章
「
東
照
宮
」
は
二
節
七
〇
頁
に
わ
た
り
、
祭
礼
の
変
遷
に

関
し
て
も
詳
細
な
叙
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
は
『
池
田
家
履
歴
略
記
』

に

拠
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
本
書
巻
頭
に
写
真
掲

載
さ
れ
て
い
る
「
東
照
宮
御
神
幸
（
版
画
）
」
は
前
述
の
『
岡
山
東
照

149



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第77集　1999年3月

宮
御
祭
礼
略
図
絵
』
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
九
八
八
年
に
発
表
さ
れ
た
倉
地
克
直
氏
の
「
東
照
宮
祭
礼
と
民
衆
」
は
簡
潔
に
氏

の
論
点
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
九
六
年
、
同
氏
の
「
東
照
宮
祭
礼
に

つ
い

て
」
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
倉
地
論
文
で
注
目
さ
れ
る
点
を
列
記
し
よ
う
。

　
第
一
点
は
、
祭
礼
に
家
中
武
士
を
参
加
さ
せ
た
の
は
「
役
」
で
あ
る
と
明
確
に
し

た
点
で
あ
る
。
神
輿
渡
御
の
供
奉
（
馬
揃
）
、
流
鏑
馬
、
甲
冑
騎
馬
に
よ
る
武
者
行

列
、
東
照
宮
に
お
け
る
儀
式
へ
の
参
列
、
御
旅
所
や
沿
道
各
所
で
の
警
備
な
ど
は
、

家
中
武
士
の
勤
め
る
べ
き
「
役
」
と
し
て
課
さ
れ
た
。
祭
礼
参
加
を
通
じ
て
、
家
臣

た
ち
に
公
儀
や
藩
主
に
対
す
る
奉
公
の
意
識
や
為
政
者
・
治
国
の
主
体
と
し
て
の
自

覚
を
促
す
た
め
で
あ
る
。
藩
主
が
馬
揃
え
を
検
分
す
る
の
は
軍
事
的
調
錬
の
意
味
も

あ
り
、
家
中
武
士
の
威
勢
（
武
威
）
を
領
民
に
誇
示
す
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
家

臣
た
ち
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
履
歴
書
で
あ
る
「
奉
公
書
」
に
祭
礼
時
の
勤
役
を
記

す
こ
と
が
、
ス
テ
イ
タ
ス
を
示
す
証
と
な
っ
た
。

　
第
二
点
は
祭
礼
創
始
年
か
ら
、
町
方
練
物
と
い
う
形
で
町
人
へ
参
加
を
強
制
し
た

の

は
町
人
へ
の
「
役
」
で
あ
る
と
し
た
点
で
あ
る
。
領
主
側
は
練
物
と
い
う
形
で
町

人
を
も
取
り
込
み
、
彼
ら
に
も
冥
加
を
与
え
た
。
つ
ま
り
、
祭
礼
は
幕
藩
領
主
の
「
恩
」

的
秩
序
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
町
方
五
町
か
ら
練
物
が
出
、
氏
子
惣
町
の
町
々

の

代
表
を
正
装
で
供
奉
さ
せ
た
の
は
、
彼
ら
に
現
在
の
秩
序
（
武
家
支
配
）
の
正
当

性
を
意
識
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
領
主
側
は
祭
礼
の
も
つ
社
会
的
統
合
機
能
を
重
視

し
、
当
初
か
ら
町
人
を
祭
礼
の
一
部
に
位
置
づ
け
た
。

　
第
三
点
は
、
第
二
点
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
が
、
民
間
の
遊
芸
に
対
す
る
統
制
の
影

響
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
岡
山
の
場
合
「
何
か
事
が
あ
れ
ば
、
『
成
人
』
が
集
ま

り
、
『
町
筋
』
に
溢
れ
だ
す
遊
芸
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
、
東
照
宮
祭
礼
の
町
方
練
物
と
い

う
形
で
発
散
さ
せ
、
社
会
的
統
合
の
場
と
し
た
。
東
照
宮
祭
礼
以
外
の
盆
踊
り
、
五

月
節
句
、
春
秋
氏
神
祭
礼
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
城
下
町
の
鎮
守
祭
礼
で
あ
る

東
照
宮
祭
礼
に
統
合
し
よ
う
と
し
た
。
祭
礼
に
は
、
町
人
の
遊
芸
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
随
時
流
れ
込
み
続
け
る
の
で
、
町
方
練
物
の
内
容
に
は
流
動
性
が
伴
う
こ
と
に
な
る
。

　
第
四
点
は
、
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
に
四
五
年
ぶ
り
に
町
方
練
物
が
復
活
す

る
社
会
的
背
景
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
元
禄
期
の
岡
山
藩
は
近
世

的
な
生
産
基
盤
が
整
備
さ
れ
、
藩
主
池
田
綱
政
が
芸
能
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た

た
め
、
上
方
を
中
心
と
し
た
元
禄
文
化
の
風
潮
が
岡
山
町
方
民
衆
の
遊
芸
へ
の
エ
ネ

ル

ギ

ー
を
刺
激
し
た
。
練
物
復
活
の
直
接
の
力
は
町
方
住
民
自
身
の
要
求
で
あ
っ
た

が
、
藩
と
町
方
両
者
の
意
図
と
要
求
が
あ
い
ま
っ
て
復
活
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
五
点
は
、
元
禄
か
ら
宝
暦
に
か
け
て
の
時
期
は
祭
礼
が
最
も
高
揚
し
た
時
期
で

あ
り
、
神
輿
渡
御
行
列
の
参
加
者
は
毎
年
二
二
〇
〇
人
を
超
え
、
そ
の
内
町
方
か
ら

の
参
加
者
は
五
〇
〇
人
を
超
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
正
徳
元
年
二

七
一
こ
九
月
に
は
布
袋
の
飾
り
物
の
山
車
を
曳
き
、
そ
の
前
で
朝
鮮
風
の
服
装
を

し
た
唐
子
た
ち
が
踊
る
「
唐
子
布
袋
車
」
が
登
場
し
た
。
こ
の
先
頭
の
「
下
官
笛
吹
」

に
は
、
朝
鮮
通
信
使
行
列
に
お
け
る
嘲
臥
吹
き
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
将
軍
家
宣
の
襲
職
を
祝
賀
す
る
朝
鮮
通
信
使
が
瀬
戸
内
を
通
過

し
て
大
坂
に
到
着
し
て
お
り
、
「
唐
子
布
袋
車
」
の
つ
く
り
物
が
実
際
の
通
信
使
の

通
行
と
呼
応
し
て
い
る
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
。
享
保
末
年
に
は
財
政
難
に
陥
っ
て

い

た
藩
側
は
倹
約
を
理
由
に
何
度
か
行
列
の
縮
小
を
は
か
っ
た
が
、
そ
の
期
間
が
過

ぎ
る
と
練
物
が
復
活
し
、
主
導
権
は
町
方
が
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
記
述
し
た
。

　
第
六
点
は
、
近
世
後
期
の
祭
礼
の
性
格
の
変
化
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
宝
暦

二
二
年
の
倹
約
令
に
よ
る
練
物
縮
小
後
の
変
化
、
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
の
祭
列
の
請

負
化
、
町
内
若
者
た
ち
が
「
祭
礼
と
相
唱
」
え
る
行
動
や
祈
祷
と
称
し
て
初
穂
を
集

め

る
な
ど
、
近
世
後
期
に
は
初
期
の
東
照
宮
祭
礼
と
は
異
な
る
形
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

噴
出
し
始
め
る
。
東
照
宮
祭
礼
の
民
衆
祭
礼
化
が
す
す
み
、
本
来
の
「
公
儀
の
神
」

と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
希
薄
化
す
る
危
険
を
避
け
る
た
め
、
領
主
側
の
規
制
に

よ
り
縮
小
固
定
化
し
た
。

　
第
七
点
は
、
祭
礼
の
参
加
は
基
本
的
に
家
中
武
士
と
城
下
町
住
民
に
限
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
祭
礼
が
領
国
支
配
の
拠
点
と
し
て
の
城
下
町
そ
の
も
の

を
荘
厳
す
る
儀
礼
で
あ
り
、
城
下
町
の
精
神
的
文
化
的
優
位
性
を
象
徴
す
る
行
事
で
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あ
る
、
と
結
論
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
二
二
〇
年
余
り
の
歴
史
を
も
つ
岡
山
東
照
宮
祭
礼
は
、
時
代
に
よ
っ

て

さ
ま
ざ
ま
な
性
格
を
表
し
て
い
る
。
倉
地
論
文
は
非
常
に
複
雑
な
祭
礼
の
諸
側
面

を
見
事
に
切
り
取
っ
て
み
せ
て
く
れ
、
す
べ
て
の
指
摘
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
些
少
な
点
で
は
あ
る
が
、
次
の
点
で
異
議
を
唱
え
た
い
。

　
倉
地

氏
は
祭
礼
創
始
時
の
町
方
練
物
を
藩
か
ら
強
制
さ
れ
た
町
役
負
担
の
一
つ
と

解
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。

　
町
方
一
二
町
が
氏
子
と
さ
れ
、
祭
礼
前
日
に
初
穂
を
奉
納
さ
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は

祭
礼
費
が
割
り
当
て
ら
れ
て
代
銀
が
上
納
さ
れ
て
い
る
。
練
物
を
出
し
た
五
町
は
近

世
前
期
の
「
内
町
」
（
町
の
格
式
が
上
）
で
あ
り
、
練
物
に
参
加
す
る
こ
と
は
城
下
町
当
初

の
正
規
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
認
知
さ
れ
た
証
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
経
済
的
に

町
役
負
担
は
す
る
が
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
祭
礼
の
看
板
で
あ
る
練
物
を
出
す
こ
と
が

で

き
る
と
い
う
衿
持
が
も
て
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
練
物
は
内
町
ア
イ
デ
ン

テ

ィ
テ
ィ
ー
と
も
い
う
べ
き
、
町
人
意
識
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
第
二
点
は
、
つ
く
り
物
・
装
束
制
作
に
多
大
の
費
用
・
時
間
を
要
し
た
と
思
わ
れ

る
「
庭
訓
売
物
」
が
た
っ
た
四
年
で
姿
を
消
し
た
原
因
に
関
し
て
で
あ
る
。
倉
地
氏

は
、
こ
れ
を
倹
約
と
い
う
、
上
か
ら
の
規
制
と
指
摘
す
る
が
、
そ
の
よ
う
に
単
純
化

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
時
期
の
練
物
が
五
年
単
位
く
ら
い
で
変
化
し
、
な
か
に
は
一
年
限
り
の
演
目

も
無
造
作
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
出
し
物
の
特
色
は
当
座
性
、
流
行
性
、

当
意
即
妙
性
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
風
流
の
特
色
と
も
い
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

規
制
と
流
行
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
、
短
期
間
の
風
流
つ
く
り
物
を
生
み
出
し
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
点
は
、
他
の
年
中
行
事
な
ど
に
お
け
る
芸
能
や
練
物
を
東
照
宮
祭
礼
に
統
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遊
芸
に
か
け
る
町
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
権
力
の
祭
礼
に
流
し

込

も
う
と
し
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
今
回
は
考
察
の
外
で
あ
る
が
、
寛
保
元
年
五

月
五
日
の
端
午
節
句
を
描
い
た
『
菖
蒲
賦
物
図
巻
』
は
、
東
照
宮
祭
礼
に
勝
る
と
も
劣

ら
な
い
町
方
練
物
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
歳
の
九
月
の
祭
礼
に
は
「
庭
訓
売
物
」
が

参
加
し
て
い
る
の
で
、
東
照
宮
祭
礼
に
一
元
化
し
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
中
野
光
浩
氏
に
よ
る
一
九
九
六
年
の
口
頭
発
表
資
料
「
岡
山
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い

（1
6
）
て
」
は
、
「
庭
訓
売
物
」
を
『
庭
訓
往
来
』
の
近
世
の
絵
抄
系
注
釈
書
の
影
響
と
み
、

「江
戸
時
代
中
期
～
後
期
に
か
け
て
優
勢
を
占
め
て
き
た
絵
抄
系
の
庭
訓
往
来
の
影

響
を
う
け
、
練
物
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
諸
国
名
物
こ
そ
主
題
と
し
て
徳

川
の
平
和
を
祝
う
祭
礼
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

非
常
に
興
味
深
い
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

　
確
か

に
絵
入
り
教
科
書
教
育
に
お
け
る
視
覚
イ
メ
ー
ジ
の
影
響
は
大
き
い
の
で
あ

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
石

川
松
太
郎
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
『
庭
訓
往
来
』
の
絵
抄
が
初
め
て
刊
行
さ
れ

た
の
は
、
刊
記
不
記
の
籔
田
開
板
の
『
庭
訓
往
来
図
抄
』
か
、
貞
享
五
年
（
一
六
八

八
）
三
月
刊
行
の
『
庭
訓
往
来
図
讃
』
（
一
名
、
絵
入
庭
訓
往
来
）
の
い
ず
れ
か
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
六
一
の
「
諸
国
名
物
」
の
内
、
四
五
が
挿

画
と
な
っ
て
お
り
、
「
浦
々
問
丸
」
は
「
交
易
施
設
」
の
項
の
挿
画
と
な
っ
て
い
る

の

で
、
合
せ
て
四
六
が
挿
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
『
庭
訓
往
来
図
讃
』
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
『
庭
訓
往
来
講
釈
』

な
ど
の
絵
抄
系
の
注
釈
書
に
確
認
し
得
え
た
の
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
特
産
物
の
み

が
挿
画
化
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
っ
た
。
例
外
的
な
事
例
と
し
て
、
『
庭
訓
往
来
講

釈
』
に
は
尼
が
描
か
れ
て
お
り
、
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
に
描
か
れ
た
難
波
町

の

「仁
和
寺
眉
作
」
の
練
物
が
こ
こ
か
ら
発
想
さ
れ
た
可
能
性
は
推
定
で
き
る
。

　
結
論
を
い
う
と
、
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
に
描
か
れ
た
商
人
風
俗
の
描
写
と
、

絵
抄
系
注
釈
書
の
描
写
に
は
、
か
な
り
隔
た
り
が
あ
る
と
い
う
印
象
を
持
つ
。

　
ま
た
、
「
庭
訓
売
物
」
が
徳
川
の
平
和
を
祝
う
も
の
、
徳
川
の
世
を
言
祝
ぐ
と
い

う
見
解
に
も
一
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
初
の
東
照
宮
祭
礼
執
行
の

目
的
は
徳
川
の
世
を
言
祝
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
元
禄
一
二
年
の
町
方
練
物
復
活
以

降
は
、
練
物
の
選
択
に
関
し
て
主
導
権
は
町
人
が
握
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
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か
ら
で
あ
る
。

　
『
庭
訓
往
来
』
で
は
六
一
の
諸
国
名
産
の
後
に
、
こ
れ
と
対
比
さ
れ
る
「
異
国
の

唐
物
、
高
麗
の
珍
物
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
庭
訓
売
物
」
に
は
、
中
世
京
都
の
知

識
人
が
み

た
、
日
本
の
代
表
的
な
産
物
、
名
産
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
練
物
は
時
代
的
に
は
「
布
袋
唐
子
踊
り
」
の
代
り
に
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
1
8
）

倉
地

氏
の
い
う
よ
う
に
「
唐
子
布
袋
車
」
は
異
国
、
「
庭
訓
売
物
」
は
日
本
を
象
徴

す
る
も
の
で
あ
り
、
岡
山
城
下
六
二
町
「
惣
町
」
に
よ
っ
て
日
本
全
国
を
表
現
し
た

の

で
あ
る
。
「
庭
訓
売
物
」
は
惣
町
参
加
に
ふ
さ
わ
し
い
出
し
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
一
九
九
七
年
に
最
近
の
近
世
都
市
祭
礼
研
究
を
総
括
さ
れ
た
久
留
島
氏
は
、
岡

山
・
鳥
取
・
和
歌
山
東
照
宮
祭
礼
の
共
通
項
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
①
藩
主
の
東
照
宮
勧
請
・
渡
御
か
ら
祭
礼
が
始
ま
る
。
藩
主
が
祀
る
。

　
②
神
輿
渡
御
と
各
町
（
数
町
）
単
位
で
出
さ
れ
る
練
物
・
出
し
物
な
ど
の
付
祭
り

　
　
と
の
二
重
構
造
で
あ
る
。

　
③
神
輿
供
奉
を
は
じ
め
、
藩
士
た
ち
が
「
役
」
と
し
て
動
員
さ
れ
る
、
軍
事
調
錬

　
　

で
あ
る
と
も
さ
れ
る
。

④
各
町
か
ら
の
出
し
物
（
警
護
も
含
め
て
）
は
各
町
の
町
人
（
本
来
的
町
人
）
へ

　
　
の

役
で

あ
る
こ
と
、
と
同
時
に
、
通
行
す
る
各
町
に
祭
礼
行
列
へ
の
「
馳
走
」

　
　
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
こ
と
。

⑤
当
初
か
ら
見
物
人
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
行
列
に
加
わ
る
者
と
見
物
す

　
　
る
者
（
見
物
で
き
な
い
者
）
と
に
分
れ
る
こ
と
。
見
世
物
と
し
て
の
要
素
が
強

　
　
く
、
藩
主
ら
の
上
覧
が
あ
ら
か
じ
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

⑥
他
の
祭
礼
（
盆
踊
り
）
な
ど
へ
の
規
制
が
あ
り
、
城
下
町
惣
町
の
祭
礼
で
あ
る

　
　

こ
の
祭
り
へ
の
統
合
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
。
町
か
ら
溢
れ
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

　
　
散
の
場
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

⑦
時
期
が
下
る
に
つ
れ
て
、
祭
礼
の
構
造
、
性
格
に
変
化
が
お
こ
る
こ
と
。

　
久
留
島
氏
の
整
理
は
、
倉
地
氏
の
「
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い
て
」
に
よ
り
つ
つ
も
、

よ
り
広
い
視
点
に
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

註（
1
）
　
田
中
誠
二
氏
「
寛
永
期
の
岡
山
藩
政
」
（
森
杉
夫
先
生
退
官
記
念
論
文
集
『
政
治
経
済
の
史
的

　
　
研
究
』
巌
南
堂
書
店
、
一
九
八
三
）
。
倉
地
氏
前
掲
「
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い
て
」
。

（
2
）
　
蓬
郷
巌
氏
「
復
刻
に
あ
た
り
」
（
『
岡
山
東
照
宮
祭
礼
行
列
図
』
、
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
、

　
　
一
九
八
三
）
。
「
岡
山
東
照
宮
祭
礼
行
列
図
」
と
は
蓬
郷
氏
が
付
し
た
名
称
で
あ
ろ
う
が
、
国
立

　
　
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
同
資
料
に
は
「
御
祭
礼
略
図
絵
　
福
寿
堂
」
と
い
う
表
題
が
あ
る
と

　
　
こ
ろ
か
ら
、
本
稿
で
は
「
岡
山
東
照
宮
御
祭
礼
略
図
絵
」
と
し
た
。

（
3
）
　
『
岡
山
の
祭
と
踊
』
、
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
、
一
九
六
四
。

（
4
）
　
岡
山
市
役
所
編
集
、
発
行
。

（
5
）
　
藤
井
譲
治
氏
「
武
士
の
日
常
」
（
前
掲
『
日
本
歴
史
館
』
）
に
よ
る
と
、
光
政
の
場
合
、
参
勤
の

　
　
年
に
は
三
月
］
○
日
過
ぎ
に
は
岡
山
を
発
ち
、
国
元
へ
帰
る
年
に
は
四
月
に
は
暇
が
で
て
五
月

　
　
に
は
国
元
へ
帰
り
つ
く
。

（
6
）
　
「
権
現
祭
」
に
は
、
橋
本
町
の
み
に
よ
る
「
庭
訓
売
物
」
が
当
初
か
ら
参
加
し
て
い
る
こ
と
、

　
　
上
之
町
・
中
之
町
・
下
之
町
’
西
大
寺
町
・
橋
本
町
の
五
町
は
近
世
前
期
に
お
い
て
高
い
町
の

　
　
格
を
示
す
「
内
町
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
重
要
な
記
述
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
7
）
　
町
方
練
物
再
興
は
元
禄
一
〇
年
で
は
な
く
、
正
し
く
は
同
一
二
年
（
一
六
九
九
）
で
あ
る
。

（
8
）
　
高
藤
晴
俊
氏
前
掲
『
家
康
公
と
全
国
東
照
宮
』
東
京
美
術
、
一
九
九
二
、
同
氏
『
日
光
東
照

　
　
宮
の
謎
』
（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
六
）
。

（
9
）
　
田
中
誠
二
氏
「
大
名
の
教
養
」
『
日
本
歴
史
館
』
小
学
館
、
一
九
九
三
。

（1
0
）
　
同
右
。

（
1
1
）
　
吉
備
群
書
集
成
刊
行
会
編
。

（
1
2
）
　
斎
藤
一
興
著
、
二
六
巻
。
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
刊
（
上
下
二
巻
）
は
岡
山
市
立
図
書
館

　
　
蔵
八
丹
幸
八
筆
写
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。

（
1
3
）
　
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
。

（1
4
）
　
註
（
2
）
。

（
1
5
）
　
玉
井
宮
東
照
宮
誌
編
纂
委
員
会
編
。

（
1
6
）
　
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
け
る
。

（
1
7
）
　
石
川
謙
、
石
川
松
太
郎
氏
『
日
本
教
科
書
大
系
』
第
三
巻
古
往
来
（
三
）
講
談
社
、
一
九
六

　
　
八
、
石
川
松
太
郎
氏
校
注
『
庭
訓
往
来
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
三
、
同
氏
著
『
往
来
物

　
　
の
成
立
と
展
開
』
雄
松
堂
、
一
九
八
八
。

（
1
8
）
　
前
掲
「
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い
て
」
。

（
1
9
）
　
前
掲
「
都
市
の
祭
礼
研
究
ノ
ー
ト
ー
東
照
宮
祭
礼
を
中
心
に
ー
」
。
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②
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』

　
岡
山
東
照
宮
祭
礼
を
描
い
た
絵
画
資
料
は
数
種
確
認
で
き
る
。

　
先
述
し
た
幕
末
の
木
版
墨
摺
の
冊
子
本
で
あ
る
『
岡
山
東
照
宮
御
祭
礼
略
図
絵
』

は
岡
山
市
立
図
書
館
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
収
蔵
さ

れ
て

い
る
。

　
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月
一
七
日
の
祭
礼
を
描
い
た
『
東
照
宮
御
祭
礼
御
行

列
之
図
』
は
林
原
美
術
館
蔵
の
紙
本
著
色
巻
子
一
巻
本
で
あ
り
、
も
と
藩
主
池
田
家

に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
御
旅
所
、
段
尻
、
家
中
武
士
の
供
奉
、
傘
鉾
、
段
尻

な
ど
の
順
で
描
か
れ
て
い
る
。

　
紙
本
著
色
三
巻
本
『
東
照
宮
御
祭
礼
行
列
』
も
林
原
美
術
館
蔵
の
も
の
で
、
こ
れ

も
も
と
池
田
家
伝
来
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
巻
に
は
傘
鉾
、
武
者
、
段
尻
、
家
中

武
士
が
、
中
巻
に
は
児
島
山
伏
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
祭
礼
行
列
は
、
町
方
練
物
行
列
と
、
神
輿
渡
御
を
中
心
と
し
た
家
臣
団
の
供
奉
行

列
か
ら
成
る
が
、
以
上
の
三
種
の
絵
画
資
料
に
は
練
物
の
描
写
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

描
か
れ

た
歳
の
祭
礼
に
練
物
が
出
な
か
っ
た
理
由
に
因
る
も
の
か
、
神
輿
渡
御
と
家

中
武
士
の
供
奉
を
中
心
に
描
い
た
た
め
、
練
物
を
故
意
に
描
か
な
か
っ
た
も
の
か
、

い

く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
と
対
照
的
な
の
が
、
町
方
練
物
の
み
を
描
い
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
東

照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
巻
子
一
巻
、
紙
本
著
色
、
縦
二
八
、
横
二
五
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
（
m
～
陶
頁
）
。
こ
れ
は
「
庭
訓
売
物
」
の
全
体
像
を
く
ま
な
く
描
い
た
作

　
　
　
　
ふ
し
も
の

例
で
あ
る
。
賦
物
と
は
「
連
歌
・
俳
譜
の
百
韻
ま
た
は
歌
仙
の
一
巻
全
体
を
統
制
し
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

制
す
る
形
式
。
ま
た
句
に
読
み
こ
ん
で
一
巻
の
要
に
な
る
字
や
詞
」
で
あ
り
、
こ
の

場
合
、
練
物
が
諸
国
名
産
と
そ
の
商
人
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
庭
訓
売
物
」
は
元
文
四
～
寛
保
二
年
（
一
七
三
九
～
四
二
）
の
四
年
間
の
み
行

わ

れ

た
の
で
、
こ
の
図
巻
の
景
観
年
代
は
こ
の
四
年
間
に
確
定
で
き
る
。
描
写
年
代

を
考
え
る
場
合
、
林
原
美
術
館
蔵
の
『
菖
蒲
賦
物
絵
』
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ

は
本
来
、
藩
主
池
田
家
に
伝
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
巻
子
一
巻
、
紙
本
著
色
、
祓

文

に
「
こ
の
寛
保
は
し
め
の
と
し
、
端
午
の
子
と
も
遊
ひ
生
出
の
氏
神
を
い
さ
め
」
と

あ
り
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
に
行
わ
れ
た
練
物
を
描
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
描
写
年
代
と
一
致
す
る
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
両
図
巻
と
も
、
箱
蓋
表
に
「
賦
物
」
の
文
字
が
挿
入
さ
れ
た
資
料
名
の
墨
書
が
あ

る
こ
と
、
絵
師
・
工
房
は
不
明
で
あ
る
が
両
図
巻
と
も
同
じ
手
に
な
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
も
と
一
組
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　
そ
れ
で
は
、
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
は
こ
の
四
年
間
の
内
の
何
年
の
祭
礼
を

描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
祭
礼
は
、
元
文
四
年
と
寛
保
元
年
が
九
月
一
七
日
、
元

文
五
年
と
寛
保
二
年
は
四
月
一
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
『
菖
蒲
賦
物
絵
』
が
池
田

家
伝
来
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
関
連
が
あ
る
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
の
作
成
注

文
主

も
や
は
り
藩
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
す
る
と
、
藩
主
在
国
の
九
月
一
七

日
の
祭
礼
を
描
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
景
観
・
描
写
年
代
は
元
文

四
年
、
な
い
し
寛
保
元
年
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

　
城
下
六
二

町
の
惣
町
参
加
の
「
庭
訓
売
物
」
は
町
人
の
祭
礼
参
加
の
ピ
ー
ク
に
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

置
づ
け
ら
れ
、
池
田
文
庫
『
供
奉
御
行
列
』
に
よ
っ
て
、
祭
礼
行
列
参
加
者
の
詳
細

が
わ

か
る
。

　
元
文
四
年
の
祭
礼
で
は
家
中
武
士
と
町
方
を
合
計
し
た
参
加
総
人
数
一
四
五
七
人
、

う
ち
町
方
練
物
役
人
は
五
五
四
人
。
町
方
練
物
役
人
は
惣
年
寄
二
人
、
裁
判
人
八
人
、

袴
着
の
町
役
人
一
二
人
、
練
物
役
人
二
八
二
人
、
肝
煎
の
者
（
町
代
共
）
一
一
〇
人
、

練
物
役
人
の
下
人
一
四
〇
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
に

は

総
計
三

〇
一
人
の
人
々
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
上
記
町
方
練
物
役
人
五
五
四

人
か

ら
、
肝
煎
の
者
と
下
人
を
引
い
た
三
〇
四
人
と
近
似
し
、
「
庭
訓
売
物
」
を
忠

実
に
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
元
文
五
年
の
場
合
は
総
数
一
四
一
〇
人
、
町
方
練
物
役
人
は
五
五
四
人
で
あ
る
。

　
「
庭
訓
売
物
」
が
開
始
さ
れ
る
前
の
、
元
文
二
年
と
三
年
の
場
合
は
町
方
練
物
役
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人
の
数
は

同
じ
二
五
八
人
、
総
人
数
は
二
年
が
一
一
五
四
人
、
三
年
が
＝
四
〇
人

で

あ
る
。
「
庭
訓
売
物
」
が
参
加
し
た
場
合
、
町
方
練
物
役
人
約
三
〇
〇
人
が
増
え

た

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
祭
礼
行
列
全
体
の
検
討
に
は
い
る
。

　
幕
末
の
木
版
摺
り
資
料
『
岡
山
東
照
宮
御
祭
礼
略
図
絵
』
（
図
3
）
に
よ
る
と
、
二
人

の
掃
除
方
、
六
人
の
町
役
人
、
足
軽
、
町
目
付
一
行
が
町
方
練
物
を
先
導
し
て
い
る
。

　
研
究
史
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
蓬
郷
氏
は
、
こ
の
諸
役
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
（
3
）

解
説

し
て
い
る
。
町
役
人
は
名
主
、
判
頭
、
組
頭
、
同
心
総
代
な
ど
が
祥
ま
た
は
羽

織
袴
を
着
し
、
行
列
の
裁
判
世
話
を
す
る
た
め
に
諸
所
に
散
列
し
、
受
持
ち
の
一
町

限

り
に
交
代
す
る
役
も
あ
る
。
警
固
の
足
軽
は
小
頭
が
先
導
し
、
背
に
釘
貫
（
備
前

の
紋
）
の
大
紋
を
付
け
た
羽
織
、
太
さ
一
尺
回
り
、
長
さ
一
間
ば
か
り
の
青
竹
を
携

え
、
行
列
に
対
し
て
妨
害
を
な
す
者
が
あ
れ
ば
制
戒
す
る
役
で
あ
る
。
町
目
付
は
四
、

五
〇

俵
の

中
、
小
姓
で
あ
り
、
供
・
口
取
り
・
馬
回
り
・
槍
・
挟
箱
・
草
履
・
沓
籠

持
ち
が
従
っ
て
い
る
。
池
田
文
庫
『
供
奉
御
行
列
』
の
元
文
四
年
九
月
一
七
日
条
に

よ
る
と
、
足
軽
は
杖
突
き
一
〇
人
（
う
ち
小
頭
一
人
）
、
町
目
付
一
行
は
持
鎗
騎
馬

の

堀
江
勘
九
郎
と
峠
着
二
二
人
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
に
は
こ
れ
以
降
の
練
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
町
役
人

三

人
が
先
導
す
る
笠
鉾
（
昇
手
八
人
・
太
鼓
打
二
人
）
（
m
頁
）
。
こ
れ
は
元
禄
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ご

の
練
物
復
活
時
と
同
様
で
あ
る
。
太
鼓
は
二
人
が
交
替
し
て
打
つ
の
で
あ
る
が
、
腿

ひ
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

髪
長
の
「
東
照
宮
御
祭
礼
」
に
よ
る
と
、
交
替
要
員
が
手
空
き
の
時
は
手
鞠
の
曲
芸

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

を
す
る
。
蓬
郷
解
説
に
よ
る
と
、
こ
の
太
鼓
打
ち
二
人
を
「
東
市
」
と
通
称
し
、
こ

れ

は
最
初
に
勤
め
た
も
の
の
名
で
あ
る
と
い
う
。
傘
鉾
に
は
小
槌
、
鍵
、
袋
な
ど
が

吊
る
さ
れ
、
太
鼓
台
に
差
し
て
あ
る
。
次
に
梓
着
の
町
人
三
人
が
先
導
す
る
武
者
一

〇

人
（
m
～
仰
頁
）
。
武
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
薙
刀
持
、
床
几
持
各
一
人
が
雇
従
す

る
。
一
〇
人
の
武
者
は
い
ず
れ
も
、
銅
丸
、
旗
、
兜
と
も
風
流
に
飾
り
た
て
て
い
る
。

　
　
　
（
6
）

蓬
郷
解
説
に
よ
る
と
、
「
二
人
の
従
者
は
め
い
め
い
の
意
に
ま
か
せ
、
年
々
新
奇
を

競
い
て
異
形
の
扮
装
を
な
し
、
多
く
は
大
な
る
陰
茎
、
陰
門
な
ど
を
製
し
、
手
に
持

ち
背
に
負
い
、
あ
る
い
は
芝
居
役
者
、
諸
芸
人
、
福
神
、
鬼
形
、
狐
、
猿
、
蛍
、
と

ん

ぼ

な
ど
の
形
を
ま
ね
、
種
々
の
出
立
ち
を
な
す
。
こ
の
主
従
は
、
行
列
中
拝
見
人

に
向
い
て
、
狼
褻
な
る
雑
言
す
る
を
許
さ
る
。
故
に
下
馬
札
の
門
ま
た
は
渋
蔵
門
よ

り
外
目
安
橋
ま
で
の
間
は
整
列
す
る
と
い
え
ど
も
、
そ
の
他
は
列
を
乱
し
て
跳
び
回

り
、
人
に
向
っ
て
『
大
へ
の
こ
よ
』
『
ぼ
ぼ
よ
』
な
ど
は
通
言
。
若
き
婦
女
ど
も
を
見

れ

ば
、
そ
の
前
の
柵
に
と
り
つ
き
、
恋
慕
の
情
、
密
通
の
約
ま
た
は
情
約
を
違
え
た

る
を
恨
む
な
ど
、
さ
も
真
実
ら
し
く
口
説
き
た
わ
む
れ
る
故
、
婦
女
子
ど
も
は
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

る
い
は
お
そ
れ
、
あ
る
い
は
赤
面
し
、
ま
た
は
傭
伏
し
、
ま
た
は
逃
げ
隠
れ
る
な
ど
、

傍
人
も
気
の
毒
に
思
う
ほ
ど
の
有
様
な
り
」
と
あ
る
。
祭
礼
に
は
脇
役
的
道
化
が
つ

き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
芸
能
表
現
と
し
て
は
「
も
ど
き
」
に
な
る
が
、
こ
の
祭
礼

の

場
合

は
こ
の
従
者
が
そ
の
役
に
相
当
し
て
い
る
。
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
の

従
者
は
笑
っ
て
い
る
も
の
も
お
り
、
こ
の
武
者
行
列
三
〇
人
は
よ
く
祭
礼
に
登
場
す

る
道
化
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
六
二
町
に
よ
る
「
庭
訓
売
物
」
が
続
く
。
倉
地
氏
は
池
田
文
庫
『
供

奉
御
行
列
』
を
も
と
に
元
文
四
年
の
「
庭
訓
売
物
」
一
覧
を
表
に
し
て
い
る
が
、
若
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図3　『岡山東照宮御祭礼略図絵』より

干
印
刷
ミ
ス
が
あ
る
の
で
訂
正
し
て
お
こ
う
（
表
2
）
。
下
に
、
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物

図
巻
』
に
描
か
れ
た
参
加
者
も
表
に
し
て
お
こ
う
（
表
3
）
。

　
先
述

し
た
表
1
の
『
吉
備
温
故
秘
録
』
、
池
田
文
庫
『
供
奉
御
行
列
』
、
『
東
照
宮

祭
礼
賦
物
図
巻
』
は
酷
似
し
て
お
り
、
絵
画
資
料
は
参
加
人
数
だ
け
で
は
な
く
、
描

写
内
容
も
か
な
り
精
確
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
は
、

岡
山
藩
の
記
録
係
の
絵
師
、
今
日
的
に
い
う
と
報
道
写
真
係
が
写
し
と
ど
め
た
も
の

と
推
測
で
き
る
。

　
ま
ず
祥
着
の
町
役
人
三
人
が
先
導
し
、
西
大
寺
町
の
「
浦
々
問
丸
」
に
よ
っ
て
「
庭

訓
売
物
」
が
始
ま
る
（
m
頁
）
。
『
庭
訓
往
来
』
に
よ
る
と
、
こ
の
「
浦
々
問
丸
」
は

商
取
引
の
施
設
の
項
に
属
し
、
こ
れ
以
後
の
六
一
の
諸
国
名
産
と
は
区
別
さ
れ
る
。

し
か
し
、
岡
山
惣
町
は
六
二
町
あ
り
、
諸
国
名
産
だ
け
で
は
一
町
分
足
り
な
い
の
で

「
浦
々
問
丸
」
が
加
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
西
大
寺
町
は
各
種
商
人
・
問

屋
な
ど
、
有
力
商
人
の
集
住
地
で
あ
り
、
本
陣
が
置
か
れ
て
い
た
。
『
菖
蒲
賦
物
絵
』

に

描
か
れ

た
練
物
の
先
頭
も
、
西
大
寺
町
の
雪
引
き
踊
り
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
先
頭

を
き
る
べ
き
町
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
続
く
橋
本
町
は
、
正
保
三
年
の
祭
礼
創
始
時
に
「
庭
訓
売
物
」
を
始
め
た
由
緒
が

あ
る
。

　

こ
こ
で
、
「
庭
訓
売
物
」
を
出
し
た
数
町
に
つ
い
て
、
各
町
の
生
業
と
つ
く
り
物

の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
「
大
舎
人
綾
」
の
橋
本
町
（
㎜
頁
）
の
淀
屋
は
、
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
木

綿
問
屋
を
仰
付
け
ら
れ
、
綿
実
の
売
買
も
綿
問
屋
が
商
う
こ
と
に
な
り
、
翌
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

当
町
小
堀
屋
に
紹
糸
の
取
立
元
締
を
免
許
し
て
い
る
。
「
大
津
練
貫
」
の
下
之
町
（
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

頁
）
に
は
摂
津
屋
敷
と
よ
ば
れ
た
呉
服
商
の
魚
屋
九
郎
右
衛
門
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。

「六
条
染
物
」
の
山
崎
町
（
㎜
頁
）
に
あ
っ
た
種
屋
は
一
八
世
紀
初
め
よ
り
綿
実
座

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

元
を
免
許
さ
れ
て
き
た
。
「
土
佐
材
木
」
の
船
着
町
（
㎜
頁
）
は
、
『
備
陽
国
誌
』
に

「材
木
、
船
着
町
・
石
関
町
に
多
く
こ
れ
を
商
う
」
と
み
え
、
『
市
政
提
要
』
に
よ
る

と
延
宝
五
年
（
↑
六
七
七
）
に
は
材
木
問
屋
一
〇
名
の
全
て
が
同
町
の
居
住
者
で
あ
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表
2
　
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
庭
訓
往
来
売
物
一
覧
（
池
田
文
庫
『
供
奉
御
行
列
』
よ
り
）

下小瀬野磨西桜森瓦油東片石下中上浜高常難大瀧高二柿古下広平上久栄塩山下橋西 町
片野尾殿屋中町下町町中瀬関出出出田砂盤波黒本橋日屋京内瀬野内山町見崎之本大
上田町町町嶋 町　　　　嶋町町石石石町町町町町町町市町町田町町田町　　町町町町寺 名
町町 町 町　　　　町町町　　　　　　　　　　　町　　　　町　　　　町 町

檀讃伊伊佐武上上常信尾美丹加西東醍鞍姉仁城小小大高奈嵯豊室烏大宇猪六大大浦
紙岐予勢渡蔵総野陸濃張濃後賀山山醐馬小和殿紫野原野良峨嶋町丸宮治熊条津舎々 売
円簾切沓鎧鰍綿紬布八上精絹心蕪烏木路寺扇黛炭薪剃刀土莚伯烏絹布紺染練人間
座 付 丈品好　　太　　頭芽針眉　　　　　　　刀　　器　　楽帽　　　　　　物貫綾丸 物

布漬　　作　　　　　　　　　　　　　子

売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売伯売売売売売売売商
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主手主手楽主主手主主手主人
一一一一一一一一一一一一 ニー一一一一一一一一一ニー一一一一一一一一一一二亭人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人主
持床持床持持床持持床持持持持持持床床床持持床床床床持床持床持持持床床持持人

二

手机手机手手机手手机手手手手手手机机机手手机机机机手机手机手手手机机手手
一 持一持一一持一一持一一一一一一持持持一一持持持持一持一持一一一持持一一算
人一人一人人一人人一人人人人人人一一一人人一一一一入一人一人人人一一人人盤人 人　　　　人 人　　　　　　　　　　人人人　　　　人人人人　　人　　人　　　　　　人人 持
床　　床 床床 床床　　床床床床床床　　　　　床床　　　　　　　床　　床　　床床床　　　　床床一 人
机　　机 机机 机机　　机机机机机机　　　　　机机　　　　　　　机　　机　　机机机　　　　机机人
持　　持 持持 持持　　持持持持持持　　　　　持持　　　　　　　持　　持　　持持持　　　　持持

一一
一　　　　　一

一一　　一一一一一一　　　　　　一一　　　　　　　一　　一　　一一一　　　　一二秤
人　　人 人人 人人　　人人人人人人　　　　　　人人　　　　　　　人　　人　　人人人　　　　人人持

ヂ

財

布
竺
人

員

床
机
竺
人

表
3
　
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
に
描
か
れ
た
売
物
一
覧

下小瀬野磨西桜森瓦油東片石下中上浜高常難大瀧高二柿古下広平上久栄塩山下橋西 町
片野尾殿屋中町下町町中瀬関出出出田砂盤波黒本橋日屋京内瀬野内山町見崎之本大
上田町町町嶋 町　　　　嶋町町石石石町町町町町町町市町町田町町田町　　町町町町寺 名
町町 町 町　　　　町町町　　　　　　　　　　　町　　　　町　　　　町 町

檀讃伊伊佐武上上常信尾美丹加西東醍鞍姉仁城小小大高奈嵯手室烏大宇猪六大大浦
紙岐予勢渡蔵総野陸濃張濃後賀山山醐馬小和殿紫野原野良峨嶋町丸宮治熊条津舎々 売
円簾切沓鎧鰍綿紬布八上精絹心蕪鳥木路寺扇黛炭薪剃刀土莚伯烏絹布紺染練人問
座 付 丈品好　　太　　頭芽針眉　　　　　　刀　　器　　楽帽　　　　　物貫綾丸 物

布漬　　作　　　　　　　　　　　　　子

売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売伯売売売売売売売商
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主手主手楽主主手主主手主人
一一一一一一一一一一一一 ニー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一二亭人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人主
持床持床持持床持持床持持持持持持床床床床持床床床床持床持床持持持床床持持人

二

手机手机手手机手手机手手手手手手机机机机手机机机机手机手机手手手机机手手
一 持一持一一持一一持一一一一一一持持持持一持持持持一持一持一一一持持一一算
人一人一人人一人人一人人人人人人一一一一人一一一一人一人一人人人一一人人盤人 人　　　　人 人　　　　　　　　　　人人人人　　人人人人　　人　　人　　　　　　人人 持
床　　床 床床 床床　　床床床床床床　　　　　　　床　　　　　　　床　　床　　床床床　　　　床床一 人
机　　机 机机 机机　　机机机机机机　　　　　　　机　　　　　　　机　　机　　机机机　　　　机机人
持　　持 持持 持持　　持持持持持持　　　　　　　持　　　　　　　持　　持　　持持持　　　　持持

一一
一　　　　　一

一一　　一一一一一一　　　　　　　一　　　　　　　一　　一　　一一一　　　　一二秤
人　　人 人人 人人　　人人人人人人　　　　　　　人　　　　　　　人　　人　　人人人　　　　人人持

・

財
布
竺
人

員

床
机
持
二
人
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川岩仁藤小紺小富小万丸桶船大尾山野大下上中紙末児上
崎田王野原屋畑田橋町亀屋着雲上科田工市之之屋山嶋片
町町町町町町町町町　　町町町寺町町屋町町町町町町町上

町　　　町 町

筑奥夷松宇宰若左備河能安土淀近周隠越備奥長甲出備播
紫漆鮭浦賀府狭海後内登芸佐鯉江防岐後中州門斐雲前磨
米 鰯昆栗椎酢酒鍋釜榑材　　鮒鯖飽塩鉄金牛駒鍬刀杉

布　　　　　　　　　　　木　　　　　　引 原

車売売持売売売売狸売売売車売売売売売売車引引売売売
引主主手主主主主々主主主引主主主主主主引手手主主主
ニー一一一一一一ニー一一一一一一一一一二二ニーニー
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
同持床床持持持持持床持持同持床床床持持売同口床持持
二手机机手手手手手机手手一手机机机手手人二取机手手
人一持持一一一一三持一一人二持持持一一一人人持ニー
人一一人人人人人一人人　　人一一一人人人 一一 人人
売　　人人 人　　　　売　　人人人　　　　　　売人人
主床 床床床床床　　床床主床　　　　　　床床床主 床床
四机 机机机机机　　机机二机　　　　　机机机二同 机机
人持 持持持持持　　持持人持　　　　　持持持人口 持持
一 一一一一一　　一一　　一　　　　　一一一　　取

一　　　　一

手人 人人人人人　　人人床人　　　　　　人人人床人 人人
伝 机　　　　　　　　　　　机
二 持　　　　　　　　　手持売
人 一　　　　　　　　　　子二主

人　　　　　　　　　　之人一
者　　人
二

人　　床
机
持

一
人

上
片
上
町

播
磨
杉
原

売
主
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

児
嶋
町

備
前
刀

売
主
二
人
　
床
机
持
一
人
　
昇
手
四
人

末
山
町

出
雲
鍬

売
主
一
人
　
床
机
持
一
人

紙
屋
町

甲
斐
駒

中
之
町

長
門
牛

引
手
二
人
　
引
手
手
代
り
二
人
　
売
主
二
人
　
床
机
持
二
人

上
之
町

奥
州
金

売
人
二
人
　
床
机
持
一
人
　
引
手
四
人
　
引
手
手
代
り
二
人
　
手
子
の
者
二
人

下
市
町

備
中
鉄

売
手
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

大
工
町

越
後
塩
引

売
主
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

野

田
屋
町

隠
岐
飽

売
主
一
人
　
床
机
持
一
人

山
科
町

周
防
鯖

売
主
一
人
　
床
机
持
一
人

尾
上
町

近
江
鮒

売
主
一
人
　
床
机
持
一
人

大
雲
寺
町

淀
鯉

売
主
一
人
　
持
手
二
人
　
床
机
持
一
人

船
着
町

土
佐
材
木

車
引
二
人
　
車
押
二
人
　
売
主
三
人
　
床
机
持
三
人

桶
屋
町

安
芸
榑

売
主
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

丸
亀
町

能
登
釜

売
主
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

万
町

河
内
鍋

売
主
一
人
　
床
机
持
一
人

小
橋
町

備
後
酒

狸
々
二
人
　
持
手
三
人
　
床
机
持
一
人

富
田
町

和
泉
酢

売
主
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

小
畑
町

若
狭
椎

売
主
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

紺
屋
町

宰
府
栗

売
主
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

小
原
町

宇
賀
昆
布

売
主
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

藤
野
町

松
浦
鰯

持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

仁
王
町

夷
鮭

売
主
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

岩
田
町

奥
漆

売
主
一
人
　
持
手
一
人
　
床
机
持
一
人

川
崎
町

筑
紫
米

車
引
四
人
　
売
主
四
人
　
手
伝
（
手
子
の
者
）
二
人

［祭礼の練物］……福原敏男

り
、
ま
た
『
吉
備
温
故
秘
録
』
に
よ
る
と
特
に
同
町
の
小
町
で
あ
る
旭
川
端
の
材
木

町
に
は
材
木
商
が
群
居
し
て
い
た
。
「
安
芸
榑
」
の
桶
屋
町
（
珊
頁
）
は
桶
職
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

多
く
集
ま
っ
た
町
で
あ
っ
た
。

　
次

に
、
描
写
の
特
色
に
つ
い
て
、

　
平
野
町
の
「
室
町
伯
楽
」
（
捌
頁
）

十
一
番
職
人
歌
合
』
「
む
ま
か
は
ふ
」

の
烏
帽
子
を
着
け
た
博
労
に
近
い
。

『七
十
一
番
職
人
歌
合
』

袖
、
前
者
は
袴
、
後
者
は
括
袴
、

一
七
番
右
の
土
器
造
に
近
く
、

　
　
　

前
者
は
天
秤
か
ご
を
、

い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
こ
う
。

は
、
い
か
に
も
下
賎
に
表
現
さ
れ
て
い
る
『
七

よ
り
は
、
『
鶴
岡
放
生
会
職
人
歌
合
』
九
番
右

下
内
田
町
の
「
嵯
峨
土
器
」
（
皿
頁
）
の
売
主
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
者

と
も
折
烏
帽
子
に
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
者
は
足
付
き
か
ご
を
前

後
に
振
り
分
け
枕
で
担
う
。
『
庭
訓
往
来
具
注
紗
』
や
『
庭
訓
往
来
抄
』
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

嵯
峨
土
器
は
内
裏
へ
召
す
も
の
な
の
で
、
土
器
売
は
烏
帽
子
袴
着
用
で
参
る
と
あ
る
。

古
京
町
の
「
奈
良
刀
」
（
皿
頁
）
は
『
庭
訓
往
来
抄
』
に
よ
る
と
「
奈
良
ノ
テ
ン
ガ
イ

ニ
、

文
殊
四
郎
ト
云
（
フ
）
鍛
冶
ア
リ
。
般
若
寺
ノ
文
殊
ノ
剣
ヲ
ウ
チ
テ
、
奇
徳
ヲ

顕
ス

カ
ヂ
ナ
リ
。
殊
二
刀
・
小
刀
、
上
手
ナ
リ
」
と
あ
る
。
売
手
も
南
都
寺
院
の
稚

児
の
出
で
立
ち
で
あ
る
。
高
砂
町
の
「
鞍
馬
木
芽
漬
」
（
鵬
頁
）
に
関
し
て
、
『
庭
訓

往
来
扶
翼
』
に
よ
る
と
、
木
芽
漬
（
あ
け
び
や
山
椒
な
ど
の
若
芽
を
塩
漬
け
に
し
た

も
の
）
を
、
「
細
に
き
ざ
み
て
、
塩
気
あ
る
物
也
と
云
。
今
も
わ
げ
物
に
入
て
送
る

と
云
也
」
と
あ
り
、
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
に
も
曲
げ
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
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油
町
の
「
信
濃
布
」
（
幽
頁
）
は
普
通
「
し
な
ぬ
の
」
と
呼
ば
れ
る
、
シ
ナ
ノ
キ
の
内

皮
の
繊
維
で
織
っ
た
布
で
あ
り
、
実
際
に
は
『
庭
訓
往
来
扶
翼
』
に
言
う
よ
う
に
、

土
器
色
、
す
な
わ
ち
赤
黒
い
。
『
庭
訓
往
来
抄
』
や
『
庭
訓
往
来
来
具
注
紗
』
で
は

雪
に
て
曝
し
、
細
く
白
い
と
あ
り
、
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
に
も
白
く
描
か
れ

て

い

る
。
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
五
八
番
左
は
白
布
売
り
で
あ
る
。
商
品
の
布
と

い
え
ば
白
布
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
森
下
町
の
「
上
野
綿
」
（
蹴

頁
）
に
つ
い
て
、
『
庭
訓
往
来
抄
』
に
は
「
大
内
へ
参
ル
綿
也
」
と
あ
り
、
内
裏
へ

の
献
上
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
の
売
主
は
女
性
（
女
装
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

で

あ
り
、
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
五
九
番
右
の
綿
売
り
も
女
性
で
あ
る
。
桜
町
の

「上
総
鰍
」
（
脳
頁
）
は
、
茜
染
の
鰍
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
鰍
の
著
名
な
生
産
地
の

一
つ
で

あ
る
上
総
の
轍
の
特
徴
は
茜
染
の
苧
鰍
で
あ
る
。

　

さ
て
、
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物
図
巻
』
に
は
、
町
方
練
物
「
庭
訓
売
物
」
の
す
べ
て

の

つ
く
り
物
が
『
庭
訓
往
来
』
に
記
さ
れ
た
順
番
通
り
に
描
か
れ
て
い
る
。
同
書
は

往
復
書
簡
の
模
型
を
一
二
月
に
配
し
て
示
し
、
四
月
状
の
「
往
」
の
題
材
は
商
取
引
の

施
設
と
商
品
、
領
地
の
富
裕
繁
栄
の
様
子
、
諸
国
名
産
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
領
地

の
活
動
を
盛
ん
に
す
る
た
め
、
市
を
立
て
、
市
に
招
く
べ
き
職
人
、
七
座
の
店
、
諸

国
の
商
人
、
旅
客
の
宿
所
、
運
送
売
買
の
港
な
ど
を
定
め
る
こ
と
を
記
す
。
諸
国
名

産
六
一
種
の
内
、
京
近
在
の
物
産
が
二
二
種
に
の
ぼ
り
、
こ
う
し
た
教
材
を
あ
つ
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

て

い

る
の
は
古
往
来
の
な
か
で
も
『
庭
訓
往
来
』
の
み
と
さ
れ
る
。
『
東
照
宮
祭
礼
賦

物
図
巻
』
は
『
庭
訓
往
来
』
に
記
さ
れ
た
諸
国
の
名
産
が
、
近
世
の
教
育
・
出
版
文
化

の

な
か
で
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
知
る
上
で
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
『
庭
訓
往
来
』
に
は
地
名
と
名
産
物
の
記
述
の
み
が
あ
る
が
、
「
庭
訓

売
物
」
に
は
そ
れ
を
売
り
歩
く
商
人
が
参
加
し
て
い
る
。
『
庭
訓
往
来
』
の
名
産
は
、

例
え
ば
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
の
自
序
を
も
つ
俳
句
の
手
引
書
で
あ
る
『
毛
吹
草
』

に

載

る
近
世
初
頭
の
諸
国
名
産
と
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
近
世
都
市
民
は
こ
の

名
産
が
す
で
に
過
去
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、
岡
山
町
人
は
同
時
代

の
近
世
の
装
束
を
着
て
、
前
代
の
産
物
を
売
り
歩
く
行
列
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
描
か
れ
た
商
人
の
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
商
品
を
枕
で
担
う
姿
が
多

い

こ
と
で
あ
る
。
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
に
描
か
れ
た
一
四
二
の
職
人
の
内
、
商

品
を
枕
で
担
う
職
人
は
油
売
、
炭
焼
き
、
蛤
売
、
土
器
造
、
饅
頭
売
、
法
論
味
噌
売
、

煎
じ
物
売
、
塩
売
、
葱
売
の
九
人
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
『
東
照
宮
祭
礼
賦
物

図
巻
』
の
場
合
、
六
一
の
内
半
数
の
三
一
を
数
え
る
。
こ
れ
は
岡
山
城
下
町
に
多
か
っ

た
ざ
る
ふ
り
、
ぼ
て
ふ
り
と
い
う
、
日
用
の
振
売
姿
の
印
象
が
反
映
し
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
ほ
か
大
き
な
荷
担
ぎ
が
一
五
人
描
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
商
品
の
持
手
の
み
の
仮
装
と
、
売
主
と
持
手
と
に
区
別
さ
れ
る
仮
装
が
あ

る
。
中
世
の
『
職
人
歌
合
』
に
は
、
自
分
の
作
っ
た
も
の
を
行
商
す
る
よ
う
な
、
生

産
者
と
販
売
人
が
未
分
化
な
職
人
を
描
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
同

様
な
事
情
が
あ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
六
二
町
の
「
庭
訓
売
物
」
の
後
に
は
、
祥
着
町
役
人
三
人
が
先
導
し
、
左
右
一
二

人
ず
つ
二
四
人
の
車
引
が
桜
段
尻
を
曳
き
、
最
後
に
手
子
の
者
二
人
が
付
く
。
ま
た
、

桜
段
尻
上
に
横
笛
、
鼓
の
噂
子
方
が
手
前
に
四
人
、
向
う
に
五
人
が
み
え
る
（
皿
・

陶
頁
）
。
『
供
奉
御
行
列
』
に
よ
る
と
、
桜
段
尻
の
難
子
方
は
笛
二
人
、
小
鼓
三
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

鉦
三

人
、
太
鼓
二
人
で
あ
り
、
手
子
の
者
六
人
が
付
く
。
蓬
郷
解
説
に
よ
る
と
、
段

尻

は
車
楽
と
書
き
、
シ
ャ
ギ
リ
と
読
む
と
い
う
。
桜
枝
の
つ
く
り
物
を
屋
形
屋
根
に

か
ぶ
せ

る
の
で
桜
段
尻
と
い
い
、
場
所
場
所
に
よ
り
難
し
が
あ
り
、
調
子
と
し
て
は

祇
園
難
子
、
太
鼓
は
師
匠
が
打
ち
、
調
子
は
下
り
物
、
楽
手
は
富
商
の
少
年
が
前
も
っ

て

師
に
つ
き
練
習
す
る
。
『
岡
山
東
照
宮
御
祭
礼
略
図
絵
』
に
よ
る
と
、
段
尻
の
後

に
鵬
頁
の
よ
う
に
三
基
の
積
み
物
が
続
い
た
ら
し
い
。

　
以
上
が
町
方
練
物
「
庭
訓
売
物
」
で
あ
り
、
こ
の
後
、
家
中
武
士
団
の
供
奉
が
延
々

と
続
く
。
こ
の
全
貌
を
『
供
奉
御
行
列
』
に
よ
っ
て
み
て
お
こ
う
。

　
押
と
し
て
足
軽
五
人
が
横
一
列
、
「
御
先
行
列
」
役
の
市
村
孫
四
郎
と
江
見
十
左

衛
門
が
そ
れ
ぞ
れ
下
人
一
人
を
連
れ
横
一
列
、
杖
突
き
足
軽
一
〇
人
（
う
ち
小
頭
一

人
）
、
持
鎗
騎
馬
の
原
田
権
左
衛
門
と
祥
着
二
二
人
、
足
軽
三
〇
人
に
よ
る
御
鉄
砲

三
〇

挺

（小
頭
三

人
・
相
夫
三
人
）
、
持
鎗
騎
馬
の
森
川
助
左
衛
門
と
持
鎗
の
祥
着
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三

二

人
、
足
軽
三
〇
人
に
よ
る
御
弓
三
〇
張
（
小
頭
三
人
・
相
夫
三
人
）
、
持
鎗
騎

馬
の
丸
毛
治
右
衛
門
と
持
鎗
梓
着
二
四
人
、
御
長
柄
の
者
三
三
人
（
手
代
り
共
）
に

よ
る
御
鎗
三
〇
本
（
小
頭
三
人
・
相
夫
三
人
）
、
持
鎗
騎
馬
の
斎
藤
清
次
右
衛
門
と

持
鎗
梓
着
三
〇
人
、
楽
人
二
人
（
笛
四
人
・
筆
築
二
人
・
笙
三
人
・
太
鼓
一
人
・

鉦
鼓
一
人
）
が
縦
二
列
、
神
職
一
八
人
ず
つ
が
縦
二
列
、
杉
村
弾
上
、
佐
々
木
主
馬
、

見
垣
周
防
守
、
御
榊
八
人
、
羽
原
新
介
以
下
御
鉾
八
人
と
杉
山
丹
内
以
下
御
鉾
八
人

が
縦
二
列
、
獅
子
六
人
、
「
獅
子
御
馬
」
役
の
安
井
佐
平
太
と
新
庄
文
平
が
横
に
並

び
、
御
馬
八
人
、
太
鼓
持
手
四
人
・
打
手
三
人
・
居
台
持
二
人
・
鐘
打
手
一
人
、
御

弓
一
人
ず
つ
が
横
に
並
び
、
御
鐙
六
人
、
御
鐙
役
黒
田
覚
左
衛
門
と
三
宅
杢
三
郎
が

横

に
並
び
、
御
劔
一
人
、
杖
突
き
足
軽
一
〇
人
（
小
頭
一
人
）
と
御
太
刀
中
嶋
源
左

衛
門
と
御
太
刀
高
畠
次
郎
太
夫
（
そ
れ
ぞ
れ
白
張
装
束
の
刀
持
一
人
と
下
人
一
人
）

が
縦
二
列
、
御
幣
（
神
職
三
人
）
、
利
光
院
弟
子
一
人
ず
つ
が
横
に
並
び
、
神
輿
（
駕

輿
丁
六
四
人
と
御
居
台
持
一
〇
人
）
、
「
駕
輿
丁
行
儀
」
役
の
水
口
弥
左
衛
門
と
則
武

弥
七
郎
及
び
「
地
車
裁
判
」
役
の
谷
林
伝
九
郎
と
井
上
弥
一
兵
衛
が
縦
二
列
、
横
六

列
の
家
中
が
二
列
で
一
二
人
、
斧
山
伏
（
手
代
り
）
が
横
に
並
び
、
笈
山
伏
（
床
机

持
）
、
闘
伽
桶
、
山
伏
、
頭
襟
頭
の
法
寿
院
（
谷
堂
・
草
履
取
）
、
螺
吹
山
伏
一
〇
人

（う
ち
四
人
が
組
頭
）
が
縦
二
列
、
頭
襟
頭
の
円
満
院
（
谷
堂
・
草
履
取
）
、
挟
箱
二

人

が
縦
二
列
、
長
刀
（
台
笠
と
立
傘
）
、
手
代
り
一
人
、
徒
が
横
三
列
縦
二
列
で
六

人
、
騎
馬
の
報
恩
院
（
口
取
二
人
・
谷
堂
四
人
が
縦
二
列
）
、
柄
杓
持
の
左
右
に
白

張
装
束
の
朱
傘
持
と
沓
持
、
沓
籠
持
の
左
右
に
床
机
持
と
草
履
取
、
押
の
足
軽
が
横

五
列
（
右
端
が
小
頭
）
、
吉
田
文
八
郎
と
和
田
安
左
衛
門
が
そ
れ
ぞ
れ
下
人
一
人
と

横

に
並
び
、
足
軽
一
〇
人
に
よ
る
鉄
砲
一
〇
挺
（
う
ち
小
頭
一
人
・
相
夫
一
人
）
、

持
鎗
騎
馬
の
山
内
与
八
郎
と
峠
着
二
〇
人
、
足
軽
一
〇
人
に
よ
る
鉄
砲
一
〇
挺
（
う

ち
小
頭
一
人
・
相
夫
一
人
）
、
持
鎗
騎
馬
の
片
山
勘
介
と
峠
着
一
六
人
、
持
鎗
騎
馬

（二
疋
持
鎗
）
の
水
野
主
計
と
持
鎗
梓
着
五
四
人
、
持
鎗
騎
馬
の
庄
野
三
郎
大
夫
と

祥
着
一
六
人
、
持
鎗
騎
馬
の
安
田
彦
七
郎
と
祥
着
一
九
人
、
持
鎗
騎
馬
の
森
川
竹
右

衛
門
と
祥
着
一
九
人
、
持
鎗
騎
馬
の
八
田
与
介
と
梓
着
一
六
人
、
持
鎗
騎
馬
の
小
川

弥
七
郎
と
梓
着
一
六
人
、
持
鎗
騎
馬
の
市
原
加
右
衛
門
と
梓
着
一
四
人
、
持
鎗
騎
馬

の

谷
川
次
郎
右
衛
門
と
梓
着
二
二
人
、
持
鎗
騎
馬
の
徳
山
兵
蔵
と
梓
着
二
二
人
、
持

鎗
騎
馬
の
水
野
治
兵
衛
と
持
鎗
梓
着
二
四
人
、
山
口
善
五
郎
と
武
居
十
蔵
が
そ
れ
ぞ

れ

下
人
一
人
と
横
に
並
び
、
杖
突
足
軽
一
〇
人
（
う
ち
小
頭
一
人
）
、
持
鎗
騎
馬
の

村
上
籐
左
衛
門
と
梓
着
一
八
人
。
以
上
合
計
一
四
五
七
人
。

　
町
方
練
物
役
人
以
外
の
構
成
は
、
侍
一
八
人
、
御
徒
目
付
六
人
、
御
歩
行
二
二
人
、

御
太
刀
持
二
人
、
御
足
軽
一
四
〇
人
、
御
長
柄
ノ
者
（
手
代
り
共
）
三
三
人
、
小
頭

相
夫
二
七
人
、
神
職
・
楽
人
・
御
幣
持
共
五
三
人
、
御
鉾
・
獅
子
・
御
馬
・
御
鐙
・

御
弓
・
御
銀
三
九
人
、
御
榊
・
太
鼓
・
鐘
・
御
輿
居
台
持
共
二
七
人
、
駕
輿
丁
六
四

人
、
利
光
院
弟
子
二
人
、
報
恩
院
そ
の
外
山
伏
共
一
七
人
、
斧
持
（
手
代
り
）
二
人
、

侍
中
供
三
五
六
人
、
御
徒
目
付
下
人
六
人
、
神
職
下
人
五
四
人
、
山
伏
下
人
三
一
人
、

御
太
刀
持
下
人
四
人
で
合
計
九
〇
三
人
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
町
方
練
物
役
人
が
前
述
し
た
よ
う
に
五
五
四
人
で
あ
り
、
こ
の
合
計
が

一
四
五
七
人
と
馬
が
二
一
疋
で
あ
る
。

　
侍
中
供
に
は
、
御
先
行
列
二
人
、
御
榊
二
人
、
獅
子
・
御
馬
二
人
、
御
鐙
二
人
、

神
輿
御
供
一
二
人
、
駕
輿
丁
行
儀
二
人
、
跡
押
二
人
、
惣
押
二
人
、
地
車
裁
判
二
人
、

御
楽
器
一
人
、
御
旅
所
南
坂
口
一
三
人
、
御
旅
所
北
坂
口
一
七
人
、
馬
立
場
二
人
、

御
旅
所
川
向
二
人
、
川
手
見
廻
二
人
、
御
殿
後
見
廻
五
人
、
内
山
下
見
廻
四
人
、
御

評
定
所
見
廻
二
人
、
殿
様
御
供
一
七
人
（
う
ち
御
太
刀
二
人
）
、
御
注
進
史
三
人
、

御
城
番
番
詰
切
四
人
、
栄
光
院
様
御
供
七
人
、
一
六
日
夜
火
廻
四
人
、
一
七
日
火
廻

四

人
、
合
計
一
二
四
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
1
5
）

　
蓬
郷
解
説
に
よ
る
と
、
町
方
練
物
の
一
行
は
、
渡
御
の
節
は
国
清
寺
前
に
相
揃
い
、

神
輿
渡
御
が
東
照
宮
よ
り
下
山
す
る
前
に
出
発
す
る
の
で
、
神
輿
渡
御
よ
り
一
時
間

ば
か
り
早
く
御
旅
所
に
到
着
す
る
。
そ
の
間
、
城
下
町
で
は
諸
所
の
柵
門
を
開
き
、

諸
人
の
通
行
を
許
す
と
い
う
。
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註（1
）
　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
。

（
2
）
　
池
田
文
庫
番
号
の
C
7
ー
鵬
。

（
3
）
　
前
掲
『
岡
山
東
照
宮
祭
礼
行
列
図
』
。

（
4
）
　
国
富
文
庫
蔵
、
本
名
笹
野
一
方
。

（
5
）
註
（
3
）
。

（
6
）
同
右
。

（
7
）
　
『
岡
山
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
入
。

（
8
）
　
同
右
、
巌
津
政
右
衛
門
氏
『
岡
山
城
と
城
下
町
』
（
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
、
一
九
七
二
）
。

（9
）
　
『
岡
山
県
の
地
名
』
。

（
1
0
）
　
前
掲
『
岡
山
城
と
城
下
町
』
。

（
H
）
藤
原
良
章
氏
の
研
究
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
、
岩
波
書
店
、
一

　
九
九
三
）
に
よ
る
と
、
『
山
科
家
礼
記
』
に
、
正
月
四
日
に
「
御
礼
」
と
し
て
、
嵯
峨
の
土
器

　
売
り
が
登
場
し
て
お
り
、
彼
ら
が
山
科
家
、
す
な
わ
ち
内
蔵
寮
に
な
ん
ら
か
の
形
で
か
か
わ
っ

　
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
1
2
）
　
網
野
善
彦
氏
は
祇
園
社
に
属
し
、
京
都
を
中
心
に
活
動
し
た
綿
商
人
の
新
座
神
人
に
女
性
の

　
商
人
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
右
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
）
。

（
1
3
）
　
前
掲
石
川
謙
、
石
川
松
太
郎
氏
の
著
作
参
照
。

（
1
4
）
註
（
3
）
。

（1
5
）
　
同
右
。

③
練
物
の
解
釈

　
「
庭
訓
売
物
」
は
岡
山
城
下
町
惣
町
六
ニ
ケ
町
が
連
携
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、

各
町
の
自
己
表
現
と
い
う
よ
り
も
、
根
本
的
に
は
社
会
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の

問
題
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
社
会
か
ら
の
い
か
な
る
要
請
、
ど
の
よ
う
な
期
待
か

ら
の
応
答
と
し
て
、
そ
の
練
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
、
そ
の
歴
史
的

背
景
を
、
当
時
の
町
方
編
成
、
人
口
構
成
、
職
業
構
成
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
先
ず
田
中
誠
二
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
城
下
家
の
町
方
編
成
と
「
庭
訓
売
物
」
の

関
連
を
探
っ
て
み
た
い
。
城
下
町
数
は
寛
永
～
慶
安
期
は
五
九
町
、
明
暦
三
年
二

六
五
七
）
に
は
六
〇
町
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
に
は
六
二
町
と
な
り
、
延
宝
四

年
に
若
干
変
動
は
あ
っ
た
も
の
の
、
以
降
の
増
減
は
な
く
六
二
町
が
確
定
し
た
。
つ

ま
り
、
池
田
光
政
の
時
代
に
は
幕
府
が
城
郭
の
増
改
築
を
厳
し
く
規
制
し
た
た
め
、

城
下
町
の
い
ち
じ
る
し
い
拡
張
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
大
部
分
の
町
は
寛
永
期
に
は

す
で
に
成
立
し
て
い
る
が
、
町
の
移
転
、
分
化
、
若
干
の
増
加
を
経
て
、
延
宝
期
に

町
数
お
よ
び
町
名
が
確
定
し
て
い
る
（
図
4
）
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
町
屋
敷
に
か

か

る
宅
地
税
（
地
子
銀
）
徴
収
を
基
準
に
、
六
二
惣
町
は
頭
町
（
六
町
）
、
中
町
（
七

町
）
、
外
町
（
四
九
町
）
の
格
に
区
分
さ
れ
た
。

　
近
世
中
期
に
な
る
と
、
惣
年
寄
が
管
轄
す
る
町
組
で
あ
る
触
口
は
、
上
町
（
二
一

町
）
・
中
町
（
二
〇
町
）
・
下
町
二
二
町
）
の
三
町
組
に
再
編
さ
れ
た
。
惣
年
寄
三

名
が
任
命
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
組
を
支
配
し
、
東
照
宮
祭
礼
は
三
名
の
惣
年
寄
が

交
替
で
担
当
し
た
。

　
城
下

町
の
主
体
は
旭
川
以
西
に
あ
り
、
こ
の
地
域
は
外
濠
を
境
に
し
て
郭
内
と
郭

外
に
分
け
ら
れ
る
。
頭
町
・
中
町
の
多
く
は
郭
内
の
中
心
的
商
業
区
に
あ
り
、
外
町

は
外
堀
の
外
に
多
く
小
商
人
・
職
人
町
で
あ
る
。

　
頭
町
は
最
も
財
力
の
豊
か
な
町
で
、
土
地
一
反
（
九
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
つ

き
、
米
二
石
五
斗
か
ら
二
石
九
斗
の
地
子
銀
を
藩
に
納
め
る
ほ
か
、
東
照
宮
祭
礼
に

各
組
で
交
代
し
て
一
名
ず
つ
総
代
を
出
し
て
神
輿
に
従
う
な
ど
、
常
に
組
合
の
総
代

町
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　
「
庭
訓
売
物
」
先
頭
の
六
町
の
う
ち
、
西
大
寺
町
、
橋
本
町
は
頭
町
、
下
之
町
、

山
崎
町
、
栄
町
の
中
町
の
計
五
町
が
占
め
、
ま
た
最
後
尾
に
頭
町
の
川
崎
町
が
置
か

れ
て

い

る
の
は
町
の
格
が
行
列
順
序
に
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
表
1
を
参
照
）
。

　
ま
た
、
つ
く
り
物
の
点
か
ら
い
っ
て
も
、
頭
町
で
あ
る
川
崎
町
の
「
筑
紫
米
」
、

紙
屋
町
の
「
甲
斐
駒
」
、
上
之
町
の
「
奥
州
金
」
、
船
着
町
の
「
土
佐
材
木
」
、
中
町

で

あ
る
児
島
町
の
「
備
前
刀
」
、
中
之
町
の
「
長
門
牛
」
は
、
い
ず
れ
も
大
き
な
つ

く
り
物
を
荷
車
や
屋
形
に
載
せ
て
曳
い
た
り
、
担
い
だ
り
す
る
大
が
か
り
な
も
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
も
町
の
格
式
の
投
影
が
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
町
人
の
編
成
の
さ
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福原敏男［祭礼の練物］’

れ

方
、
町
に
よ
る
格
差
が
練
物
自
体
や
行
列
順
序
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
次

に
、
同
じ
く
田
中
誠
二
氏
に
よ
る
町
方
人
口
構
成
研
究
に
よ
り
、
「
庭
訓
売
物
」

と
の
関
わ
り
を
考
え
る
。

　
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
城
下
居
住
人
口
は
、
町
方
二
万
八
二
九
八
人
（
う
ち

家
中
奉
公
人
は
二
〇
二
六
人
）
、
在
方
・
他
国
か
ら
の
町
方
奉
公
人
一
九
一
七
人
、

家
中
関
係
一
万
二
七
人
、
家
中
奉
公
人
一
万
二
六
〇
一
人
（
町
方
か
ら
の
家
中
奉
公

人
の
重
複
を
引
く
と
一
万
五
七
五
人
）
、
計
五
万
八
一
七
人
で
あ
る
。

　
町
方
人
口
は
寛
文
期
二
万
八
千
～
九
千
人
、
延
宝
期
三
万
～
三
万
一
千
人
で
ピ
ー

ク
を
む
か
え
、
以
降
停
滞
し
、
元
文
期
に
激
減
（
二
万
六
千
人
台
）
、
宝
暦
期
に
さ

ら
に
激
減
（
二
万
三
千
人
台
）
し
て
、
幕
末
・
明
治
初
年
に
二
万
人
台
と
な
っ
て
い
る
。

　
戸
数
は
、
寛
文
七
年
が
最
多
の
約
八
二
〇
〇
戸
、
あ
と
は
約
七
四
〇
〇
～
八
〇
〇

〇

戸
間
を
推
移
し
て
い
る
。
借
家
の
割
合
は
、
近
世
前
半
に
六
〇
～
七
〇
％
で
あ
っ

た
も
の
が
、
宝
暦
期
に
四
〇
％
に
な
り
、
以
降
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
。
家
持
数
と

借
家
数
は
宝
暦
期
に
逆
転
し
、
寛
文
期
に
比
し
て
、
家
持
は
二
倍
、
借
家
は
ほ
ぼ
半

分
と
な
っ
て
い
る
。

　
城
下
町
の
人
口
、
家
持
・
借
家
構
成
の
変
遷
の
転
換
期
は
、
寛
文
・
延
宝
期
（
上

昇
・
頂
点
期
）
と
元
文
～
宝
暦
期
（
衰
退
期
）
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
「
庭
訓
売
物
」
は
ま
さ
に
人
口
衰
退
期
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
惣
町

参
加
を
城
下
町
の
隆
盛
と
短
絡
的
に
意
味
付
け
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
で

は
、
人
口
衰
退
の
背
景
に
は
い
か
な
る
原
因
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

田
中
氏
の
町
方
職
業
構
成
の
研
究
を
参
照
し
よ
う
。

　
表
4
は
氏
の
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
職
業
は
商
人
・
職
人
・
日
用
ざ
る
ふ
り

（
日
雇
・
振
売
）
・
奉
公
人
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
同
年
の
借
家
戸
数
割
合

は
六
六
％
（
借
家
人
口
の
割
合
は
約
六
〇
％
）
で
あ
る
の
で
、
日
用
ざ
る
ふ
り
・
奉

公
人
の

大
部
分
と
、
商
人
・
職
人
の
三
分
一
か
ら
二
分
一
程
度
が
借
家
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
庭
訓
売
物
」
の
選
択
・
参
加
は
、
上
層
の
商
人
と
職
人
の
意
向
で
あ
る
と
し
て

も
、
そ
の
観
客
は
、
町
方
人
口
の
七
六
％
を
占
め
る
商
人
・
職
人
・
日
用
ざ
る
ふ
り

で

あ
っ
た
。
彼
ら
観
客
か
ら
の
期
待
を
予
想
し
、
人
気
を
狙
っ
た
練
物
と
し
て
、
振

売
を
は
じ
め
と
す
る
職
人
・
商
人
自
ら
の
職
業
の
投
影
で
あ
る
「
庭
訓
売
物
」
こ
そ

人
気
を
得
る
最
適
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
時
期
、
東
照
宮
祭
礼
費
が
町
役
と
し
て
惣
町
各
町
に
割
り
ふ
ら
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
代
銀
が
上
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
練
物
参
加
へ
の
費
用
は
町
役
と
し

て

払
っ
た
の
で
、
惣
町
が
練
物
に
参
加
で
き
る
条
件
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。
「
庭
訓

売
物
」
は
城
下
町
商
人
・
職
人
の
ロ
ア
と
し
て
再
登
場
し
た
の
で
あ
り
、
東
照
宮
祭

礼
が
名
実
と
も
に
岡
山
惣
町
の
祭
礼
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
城
下
町
の
有
力
町
人
た
ち
は
、
特
権
的
な
御
用
商
人
や
独
占
排
他
的

な
株
仲
間
の
結
成
な
ど
に
よ
っ
て
、
藩
権
力
と
結
び
つ
い
て
領
国
経
済
を
掌
握
し
て

き
た
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
末
頃
に
な
る
と
、
在
町
を
中
心
に
し
て
近
辺
農
村
地
帯

を
も
巻
き
込
ん
で
進
展
し
た
在
方
商
業
と
の
対
抗
関
係
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に

　
　
（
4
）

な
っ
た
。
在
町
と
は
、
海
陸
の
交
通
上
の
拠
点
に
発
達
し
た
、
地
方
の
市
町
、
浦
方

の

浦
町
で
あ
る
。
岡
山
の
場
合
、
下
津
井
・
牛
窓
な
ど
瀬
戸
内
の
幹
線
海
路
の
駅
と

し
て
の
良
港
、
西
大
寺
の
よ
う
な
河
口
を
擁
す
る
浦
が
交
易
の
中
継
地
と
し
て
発
展

表4　岡山城下町の職業構成
　　　（宝永4年）

職　　　種 人　　数 割　合

商　売　渡　世 8159人 28．8％

諸　　職　　人 5360 18．9

日用ざるふり 7971 28．2

家中奉公人
町方奉公人
奉公二罷出居申
者之家内

その他の奉公人

2026

753

834

202

3815 13．5

そ　　の　　他 2993 10．6

計 28298 100．0

※人数は、「老若子共迄」。

※これ以外に、「外二召抱置候下人」1，917人、

　及び「両山乞食」346人がいる。

　（田中誠二氏「岡山城下町の支配構造（上・下）」よ

　り転載）
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し
て
い
た
。

　
城
下
町
領
主

の

と
っ
た
政
策
は
、
領
域
外
と
の
あ
い
だ
で
物
資
の
移
出
入
を
禁
止
、

あ
る
い
は
制
限
す
る
「
津
留
」
、
ざ
る
ふ
り
（
振
売
）
や
品
目
の
規
制
、
酒
造
統
制
、

城
下
町
商
人
の
仕
入
れ
・
販
売
独
占
な
ど
で
あ
り
、
物
を
い
っ
た
ん
城
下
町
に
集
中

し
、
管
理
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
策
は
、
農
民
的
商
品
流
通
、
領
外
交
易
、

交
通
の

発
展

に
と
も
な
っ
て
、
徐
々
に
崩
れ
去
り
、
開
方
的
な
在
方
商
業
に
凌
駕
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
庭
訓
売
物
」
が
行
わ
れ
た
一
七
三
九
～
四
二
年
の
頃
は
、
ま
だ
城
下
へ
の
入
船

数
も
多
か
っ
た
も
の
の
、
藩
権
力
に
依
存
す
る
、
閉
鎖
的
な
城
下
町
商
業
の
繁
栄
の

終
末
期
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
町
方
人
口
は
一
八
世
紀
の
な
か
ば
に
は
二
万
三
〇

〇

〇

人
台
に
激
減
し
て
お
り
、
そ
れ
と
連
動
し
て
城
下
の
経
済
的
沈
滞
は
一
八
世
紀

末
に
顕
著
に
な
っ
た
。

　
「
庭
訓
売
物
」
は
、
城
下
町
商
人
が
在
方
商
人
の
優
位
に
た
ち
得
た
最
後
の
煙
め

き
で
あ
る
と
同
時
に
、
経
済
シ
ス
テ
ム
疲
労
の
予
兆
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

註（
1
）
　
「
岡
山
城
下
町
の
支
配
構
造
（
上
・
下
）
」
（
『
西
南
地
域
史
研
究
』
四
・
五
、
一
九
八
二
・

　
九
八
三
）

（2
）
　
同
右
。

（3
）
　
同
右
。

（
4
）
　
田
中
誠
二
氏
「
城
下
町
と
在
町
」
（
前
掲
『
日
本
歴
史
館
』
）
。

お
わ
り
に

　
近
世
後
期
の
練
物
参
加
の
点
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
祭
列
の
請
負
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
倉
地
氏
が
指
摘
し
て
い
る
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
場

合
、
練
物
の
人
数
八
一
名
は
油
町
の
日
雇
頭
が
一
手
に
引
き
受
け
て
動
員
し
て
い
る
。

特
に
、
傘
鉾
の
鼻
き
手
、
段
尻
の
曳
き
手
、
同
手
子
は
周
辺
農
村
か
ら
集
め
ら
れ
て

お

り
、
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
駕
輿
丁
に
つ
い
て
は
八
ケ
町
河
岸
薪
沖
仲
仕
六

四
人
が
動
員
さ
れ
て
い
る
。
倉
地
氏
に
よ
る
と
、
す
で
に
一
九
世
紀
初
頭
に
は
請
負

化
が
確
認
で
き
、
「
練
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
固
定
化
が
す
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

む
と
、
あ
ま
り
遅
く
な
い
時
期
に
請
負
化
も
す
す
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

推
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
練
物
の
な
か
に
階
層
性
の
問
題
が
生
じ
て
来
る
の
で
あ

る
。
惣
町
参
加
の
「
庭
訓
売
物
」
に
は
、
惣
町
か
ら
数
人
ず
つ
が
参
加
し
て
い
る
。

地
子
賦
課
の
基
準
と
な
る
町
屋
敷
を
持
た
な
い
借
家
層
、
新
町
の
住
人
、
日
用
の
よ

う
な
非
「
町
人
」
的
町
方
居
住
者
、
周
辺
農
民
な
ど
は
す
で
に
雇
用
さ
れ
る
形
で
参

加
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
後
に
、
仮
装
練
物
で
は
な
い
本
物
の
商
人
行
列
の
事
例
に
触
れ
て
、
本
稿
を
閉

じ
る
こ
と
に
す
る
。
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
事
例
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
正

月
、
筆
者
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
ブ
ル
ー
・
モ
ス
ク
の
西
に
あ
る
祝
祭
の
広
場
、
ア

ト
・
メ
イ
ダ
ヌ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
図
7
は
、
ト
ル
コ
の
ト
プ
カ
プ
宮
殿
が
所

蔵
し
て
い
る
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
（
細
密
画
）
の
一
枚
で
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
朝
で
は
、

ス

ル

タ
ン
の
男
子
出
生
、
割
礼
の
儀
、
王
女
の
結
婚
式
な
ど
の
国
家
的
行
事
が
催
さ

れ

る
時
、
ス
ル
タ
ン
列
席
の
も
と
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
全
商
工
業
ギ
ル
ド
（
同
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

者
団
体
）
が
参
加
す
る
大
々
的
な
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル

は
『
ス
ル
メ
ー
ナ
』
（
祝
祭
の
書
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
ス
ル
メ
ー
ナ
』
は
一
五

八
二
年
に
ス
ル
タ
ン
、
ム
ラ
ト
三
世
が
、
皇
子
の
メ
フ
メ
ト
の
割
礼
の
儀
に
あ
た
り

催
し
た
祝
典
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
は
ギ
ル
ド
の
一
つ
で
あ
る
、
綴
織
り
職

人

た
ち
が
製
品
を
掲
げ
て
、
ア
ト
・
メ
イ
ダ
ス
を
行
進
し
て
い
る
。
左
上
の
イ
ブ
ラ
ー

ム

・

パ

シ
ャ
宮
殿
（
現
在
の
ト
ル
コ
・
イ
ス
ラ
ム
美
術
博
物
館
）
の
桟
敷
席
か
ら
は

ス

ル

タ
ン
が
、
右
か
ら
は
宮
廷
の
高
官
た
ち
が
観
閲
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　

こ
の
祝
祭
の
様
子
に
つ
い
て
鈴
木
董
氏
の
よ
る
翻
訳
解
説
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
祝
祭
の
準
備
は
一
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
。
緒
外
国
の
君
主
に
も
招
待
状
が
送
ら
れ
、
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祝
祭
実
行
組
織
に
は
政
府
高
官
が
任
ぜ
ら
れ
、
費
用
と
し
て
は
金
に
し
て
約
二
七
ニ

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
金
貨
が
用
意
さ
れ
た
。
一
五
八
二
年
五
月
二
九
日
、
用
意
万
端
整
っ

た

ア

ト
・
メ
イ
ダ
ヌ
を
中
心
と
し
て
、
時
の
ス
ル
タ
ン
、
ム
ラ
ト
三
世
臨
席
の
下
で
、

五
七

昼
夜

に
及
ぶ
祝
祭
が
始
ま
っ
た
。
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
の
二
つ
の
大
軍
鼓
が
打
ち
鳴

ら
さ
れ
、
帝
都
の
人
々
を
祭
へ
と
誘
っ
た
。
次
々
と
祝
宴
が
開
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
の

客
人
が
順
次
招
か
れ
た
。
昼
夜
を
分
か
た
ず
、
市
内
各
所
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ア
ト
・
メ
イ
ダ
ヌ
の
二
つ
の
巨
柱
の
上
で
は
、

曲
芸
師
た
ち
の
妙
技
が
披
露
さ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
動
植
物
を
象
っ
た
美
し
い
砂
糖

細
工

が
、
行
列
を
な
し
て
次
々
と
運
ば
れ
、
見
物
人
に
配
ら
れ
た
。
趣
向
を
凝
ら
し

て

飾
り
つ
け
ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の
つ
く
り
物
の
行
列
が
行
く
。
大
官
た
ち
、
大
使

た
ち
が
美
々
し
く
行
列
を
組
ん
で
練
り
歩
き
つ
つ
、
贈
り
物
を
献
上
す
る
。
夜
に
入

る
と
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
帝
都
の
夜
空
を
彩
り
、
人
々
の
目
を
驚
か
せ
る
。

祝
祭
の
イ
ベ
ン
ト
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
帝
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
同
業
者
団
体
の
慶

祝
行
列
で
あ
っ
た
。
各
々
の
同
業
者
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
礼
装
に
身
を
つ
つ
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
を
象
徴
す
る
品
々
を
手
に
練
り
歩
く
。
山
車
も
持
ち
出
さ
れ
、
そ

の
上
で
職
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
妙
技
を
ふ
る
っ
た
。
パ
ン
職
人
は
、
山
車
上
の

パ

ン
焼
き
竈
で
パ
ン
を
焼
く
。
ガ
ラ
ス
職
人
は
、
炉
を
の
せ
た
山
車
の
上
で
、
溶
け

た
ガ
ラ
ス
を
吹
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
ガ
ラ
ス
器
を
つ
く
り
、
妙
技
を
披
露
す
る
。
こ

の
一
五
八
二
年
の
祝
祭
に
お
い
て
、
同
業
者
団
体
の
行
列
は
二
一
日
間
に
わ
た
っ
て

続

き
、
参
加
し
た
同
業
者
団
体
は
一
四
八
に
及
ん
だ
と
い
う
。
祝
祭
は
、
ム
ス
リ
ム

社
会
の
君
主
の
美
徳
の
一
つ
で
あ
る
寛
大
さ
を
人
々
に
み
せ
つ
け
、
帝
都
の
民
衆
の

心
を
ス
ル
タ
ン
に
惹
き
付
け
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
一
般
の

兵
士
や

帝
都
の
民
衆
に
も
参
加
が
求
め
ら
れ
、
大
盤
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
た
。
参
加

と
引
き
換
え
の
、
大
盤
振
る
舞
い
で
あ
り
、
そ
れ
を
国
内
の
中
央
、
地
方
の
大
官
貴

顕

は
じ
め
、
民
衆
ま
で
に
み
せ
つ
け
る
こ
と
が
、
権
威
・
権
力
の
視
覚
化
な
の
で
あ

る
。

註（
1
）
　
前
掲
「
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い
て
」

（
2
）
　
同
右

（
3
）
　
『
図
説
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
歴
史
散
歩
』
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
三
）
、
『
ア
ル
コ
ー
ル
と
モ

　

ス

ク
ー
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
』
（
週
刊
朝
日
百
科
世
界
の
歴
史
四
〇
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
九
）

（
4
）
　
前
掲
『
図
説
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
歴
史
散
歩
』

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
）
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図5　『岡山東照宮御祭礼略図絵』後半部
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ACeremonial　Parade：ACase　of　Okayamaτbushougu

FuKu正lARA，　Toshio

The　ceremony　at　Okayama　Toushougu　died　out　due　to　the　coUapse　of　the　Edo　shogunate　gov－

ernment　and　the　separat輌on　of　Shintoism　and　Buddhism　by　the　Me巧i　government．　Another　rea－

son　of　its　abandonment　might　be　that　the　ceremony　was　to　celebrate　the　power，　and　was　not　fbr

the　commoners．

　　　Recent　studies　on　Medieval　urban　history　state　that　ceremonial　parades　signify　poUtical　cul・

ture　that　intends　to　visually　demonstrate　the　power　and　wealth　of　the　lords．　The　ceremony　at

Toushougu　was　held　by　the　lord　of　Okayama　under　permission　of　the　Tokugawa　shogunate　gov・

ernment，　and　therefbre　has　a　clear　poHtical　ideology．

　　　“Toushougu　ceremonial　parade”is　a　painting　showing　the　commoners’parade　of　Toushougu

ceremony　at　the　Medieval　castle　town　of　Okayama．　Depicted　is“Teikin　Urimono”（a　masquerade

of　venders）in　which　all　of　62　dist亘cts　of　the　town　participated，　and　was　conducted　during　1739

to　1743．　In　that　parade，　people　masqueraded　as　venders丘om　various　regions　throughout　Japal1，

symbolizing　that　all　of　the　nation　gathered　and　participated　in　this　ceremony　at　Okayama．

　　　“Teikin　Urimono”signifies　tha　peak　of　T皿shogu’s　long　history．　The　powelful　merchants　at　a

castle　town　of　Okayama　had　a　strong　relationship　with　their　poUtical　leader，　the　Okayama　clan，

and　had　maintained　their　economic　elite　status．　However，　by　the　end　of　eighteenth　century，　a　ru・

ral　economy　began　to　expand　as　the　rural　traders　established　a　stable　relationship　with　neigh－

boring　port　towns　and　rural　farming　area．　As　the　rural　economy　developed，　tlle　castle　town　de－

chlled　due　to　its　closed　economy　as　opposed　to　the　open　nature　of　rural　economy．

　　　“Teikin　Urimono”during　l739－1743　was　the　last　glimpse　of　the　castle　town　at　its　zenith．

The　masquerade　symboUzes　the　power　of　town　dweners，　especially　merchants　who　were　the

majority　of　the　castle　town　dwe皿ers．
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図6　（岡山）東照宮祭礼賦物図巻
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